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幸手八坂の夏祭り
ブランドメッセージ制作
　　　　　ワークショップメンバー募集！
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山だ

し車

曳ひ

き

ま

わ廻

し

と
き
　
7
月
14
日（
土
）
午
後
1

時
～
10
時
、
15
日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
10
時

▼
花
山（
全
町
曳
廻
し
）

と
き
　
7
月
15
日（
日
）
午
後
6

時
～
7
時
30
分（
予
定
）

▼
花
山（
駅
前
駆
け
上
が
り
）

　
天
神
町
・
助
町
・
久
喜
町
・

仲
町
・
東
町
・
荒
宿
・
北
町
の

7
台
の
山
車
が
幸
手
駅
前
を
勢

い
良
く
駆
け
上
が
り
ま
す
。

と
き
　
7
月
15
日（
日
）
午
後
6

時
40
分
ご
ろ

▼
手
打
ち
式

と
き
　
7
月
15
日（
日
）
午
後
8

時
30
分

と
こ
ろ

　
中
央
通
り
ロ
ー
ソ
ン

中
4
丁
目
店
駐
車
場
前

問
合
せ
　
幸
手
市
観
光
協
会
事
務

局（
商
工
観
光
課
内
）☎（
43
）1

1
1
1
内
線
5
9
3
・
（
43
）

1
1
2
3

デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
影
響

　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
祭
り
の

開
催
に
伴
い
、
7
月
14
日（
土
）

午
後
4
時
か
ら
6
時
に
か
け
て

一
部
の
地
域
に
お
い
て
遅
延
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
市
民
協
働
課
☎（
43
）1

1
1
1
内
線
1
7
3
・
（
44
）

0
2
5
7

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

　

8
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
人

に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

各
町
の
ス
タ
ン
プ
台
は
、
左
図
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　
7
月
14
日（
土
）・
15
日

（
日
）

台
紙
配
布
　
7
月
14
日（
土
）
午

後
4
時
～
9
時
、
15
日（
日
）

午
後
2
時
～
4
時
30
分

配
布
場
所
　
夏
祭
実
行
委
員
会
本

部（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
駐
車
場
）

引
換
期
間
　
7
月
15
日（
日
）午
後

2
時
～
6
時

記
念
品
　
先
着
3
0
0
人（
予
定
）

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

規
制
時
間
　
7
月
14
日（
土
）午
後

※
駅
前
へ
の
自
転
車
乗
入
れ
の
自
粛
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大お

お

み

こ

し

と

ぎ

ょ

神

輿

渡

御

と
き

　
7
月
８
日（
日
）
午
後
3

時
～
9
時

と
こ
ろ

　
北
町
御
仮
屋
前（
北
1
丁

目
）
～
中
央
通
り
～
駅
前
通
り

子

ど

も

神み

こ

し輿

連れ

ん

ご

う合

渡と

ぎ

ょ御

と
き
　
7
月
12
日（
木
）午
後
7
時

30
分
～
8
時
30
分

と
こ
ろ

　
荒
宿
交
差
点
～
中
1
丁

目
交
差
点（
午
後
7
時
～
8
時

30
分
は
車
両
全
面
通
行
止
め
）

4
時
～
10
時
、
15
日（
日
）
午
後

2
時
～
10
時

※
全
面
通
行
止
め
・
通
行
規
制
の

範
囲
は
、
左
図
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

※
交
通
規
制
時
間
帯
以
外
で
も
、

山
車
の
運
行
に
伴
い
、
通
行
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場
の
ご
利
用
は
…

　

7
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）に

お
車
で
お
越
し
の
人
は
、市
役
所
、

商
工
会
館
ま
た
は
JA
埼
玉
み
ず
ほ

本
店
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
　
幸
手
市
観
光
協
会
事
務

局（
商
工
観
光
課
内
）☎（
43
）
1
 

1
1
1
内
線
5
9
3
・
（
43
）

1
1
2
3

　今年も、３００年を超える歴史と伝統を持つ、幸手八坂の夏祭りの季節

となりました。

　今年の當番町は、東町若樹会が務めさせていただきます。

　関係各位の御協力を頂き、活気溢れる夏祭りとなる様に若樹会一丸と

なって頑張ります。

　市民の皆様、この歴史有る幸手八坂の夏祭りの伝統を継承している若い

衆の姿を是非見に来て下さい。

東町若樹会 　若衆頭　菊地　賢一郎　

幸手八坂の

夏祭り
７月  8 日（日）

  ～ 15 日（日）
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問
合
せ　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
制
作

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
募
集
！

　

市
で
は
、
市
民
や
市
外
の
子
育
て
世
代

に
対
し
て
ま
ち
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信

し
、
市
の
価
値
を
高
め
る
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
の「
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
市
民
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
参
加
が
初
め
て

の
人
や
学
生
、
子
育
て
中
の
人
な
ど
幸
手
市
を
愛
す
る
人
な
ら
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
想
い
が
つ
ま
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

8
月
17
日（
金
）、
24
日（
金
）、
31
日（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分（
全
3
回
）

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
2
階　

機
能
回
復
訓
練
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
20
歳
～
49
歳
の
人

募
集
人
数　

10
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

募
集
期
間　

7
月
31
日（
火
）ま
で（
必
着
）

申
込
み　

市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公
民
館
に
設
置
し
て
あ

る
申
込
用
紙
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル（c
i
t
y
p
r
o
@
c
i
t
y
.
s
a
t
t
e
.
l
g
.
j
p

）
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課
ま
で

謝
礼　

5
0
0
0
円（
全
3
回
参
加
し
た
人
）

　　　　　　　
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
6
8
2
・

（
43
）1
1
2
2

　
幼
児
と
保
護
者

◎
香
日
向
お
は
な
し
会

と
こ
ろ

　
香
日
向
分
館（
談
話
室
）

と
き

　
７
月
22
日（
日
）午
前
11
時

　
か
ら

対
象

　
４
歳
～
小
学
生

▼
こ
ど
も
映
画
会（
16
ミ
リ
ア
ニ
メ
）

と
き
　
８
月
５
日（
日
）午
後
１
時

　
30
分
か
ら

対
象

　
幼
児
～
小
学
生

▼
み
ん
な
で
作
ろ
う
！
工
作
教
室

と
き
　
８
月
４
日（
土
）午
後
２
時
～

　
３
時
30
分

内
容

　
カ
ラ
フ
ル
な
牛
乳
パ
ッ
ク

　
の
船
を
つ
く
っ
て
遊
ぶ

対
象
　
小
学
生
１
～
３
年
生

定
員
　
30
人

申
込
み

　
７
月
10
日（
火
）か
ら

▼
図
書
館
ツ
ア
ー

と
き

　
７
月
22
日（
日
）午
後
２
時

　
か
ら

内
容
　
普
段
入
れ
な
い
場
所
や
、
本

　
の
な
ら
び
方
な
ど
の
案
内

対
象

　
小
学
生

▼
平
和
の
つ
ど
い

と
き

　
７
月
31
日（
火
）大
人
向
け
／

　
午
前
10
時
30
時
か
ら
、
子
ど
も

　
向
け
／
午
後
１
時
30
分
か
ら

内
容

　
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の

　
お
は
な
し
や
、
子
ど
も
向
け
に

　
は
万
華
鏡
作
り
も

対
象

　
ど
な
た
で
も

▼
図
書
館
資
料
リ
サ
イ
ク
ル
市

と
き

　
７
月
15
日（
日
）
～
17
日

　（
火
）午
前
９
時
～
午
後
７
時

内
容

　
再
利
用
で
き
る
本
を
無
料

　
で
配
布（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

問
合
せ

　
図
書
館
☎（
42
）０
１
６

　
９
・
（
44
）０
５
３
６

機 織 り 体 験 学 習
市民ボランティア養成講座

と　き　前期　7月 21 日、28 日、8月 4日

　　　　　　　の土曜日午後 1時 30 分～ 4時

　　　　後期　11 月 24 日、12 月 1 日、8日

　　　　　　　の土曜日午後 1時 30 分～ 4時

ところ　郷土資料室（下宇和田 58-4）

内　容　機織りの基礎技術および糸などの

　　　　染色技術の習得

参加費　無料

対　象　市内在住で講座終了後、体験学習

　　　　のボランティア活動に参加できる人

※詳細については、お問い合わせください

定　員　5人（申込み多数の場合は抽選）

受　付　7月 9日（月）～ 7月 13 日（金）

申込み・問合せ

　社会教育課郷土資料室

　☎・（47）2521

ドキドキ・ワクワクのイベント情報

夏
の
お
は
な
し
会（
無
料
）

と
き

　
７
月
23
日（
月
）午
前
11
時
～

　

　
正
午

と
こ
ろ
　
南
公
民
館
和
室

内
容

　
絵
本
な
ど

対
象

　
市
内
在
住
の
幼
児
～
小
学

　
生
と
保
護
者

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

問
合
せ

　
南
公
民
館
☎
・
（
43
）

　
６
０
５
３

図

書

館

イ

ベ

ン

ト

▼
こ
わ
い
お
は
な
し
会

と
き
　
７
月
29
日（
日
）午
後
３
時

　
か
ら

内
容

　
こ
わ
い
絵
本
や
紙
芝
居

対
象

　
４
歳
～
小
学
生

▼
お
は
な
し
会

◎
ひ
と
つ
ぶ
お
は
な
し
会

と
き

　
７
月
の
毎
週
土
曜
日
午
前

　
11
時
か
ら

内
容

　
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

対
象

　
５
歳
以
上
ど
な
た
で
も

　
　
　

◎
お
は
な
し
の
森

と
き

　
７
月
11
日（
水
）、
25
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

内
容

　
絵
本
な
ど

対
象
　
０
歳
～
小
学
校
入
学
前
の

　
幼
児
と
保
護
者

◎
な
で
し
こ
サ
ロ
ン

と
き
　
７
月
19
日（
木
）午
前
10
時

　
30
分
か
ら

内
容

　
絵
本
、
手
遊
び
な
ど

対
象

　
０
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
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部 門 種 目 備 考

民 謡 民謡

・発表は全て舞台となります。

・発表時間の制限があります。

・出演日時については実行委

員会で調整します。

舞 踊 日本舞踊・新舞踊・民舞

カラオケ カラオケ

一 般
合唱・吹奏楽・奇術・ 
大正琴・詩吟・和太鼓・ 
バレエ・ダンスなど

発表部門 と　き　11月３日（土・祝）・４日（日）
ところ　アスカル幸手さくらホール

部 門 種 目 備考（出品点数など）

絵画・彫刻
絵画（日本画・水彩画・油彩画・
ちぎり絵・版画・和紙絵・はが
き絵など）・水墨画・彫刻など

１人絵画１点・水墨画
１点・彫刻１点

書 道
書道（硬筆・かな文字・毛筆細
字など）・篆刻

１人書道１点・篆刻１
点（連落以内）

写 真 写真 １人１点（四ツ切以上）

文 芸 俳句・短歌・川柳・俳画など 各種目１人１点

ク ラ フ ト

陶芸・デコパージュ・レザーク
ラフト・編み物・和裁・パッチ
ワークキルト・表装・アートフ
ラワー・パーチメントクラフト・
木彫り・折り紙・刺繍・人形・
押し花など

各種目１人１点（１組）

生 け 花
生け花・フラワーデザイン・ 
菊花など

各種目１人１点
※菊花は 1人 1鉢（3本

立てまで。懸崖不可）

郷土研究
など

文化財・郷土研究など
幼稚園・保育所などの共同作品

上記各部門に属さない
創作的なもの

展示部門 と　き　11月3日（土・祝）・4日（日）
ところ　アスカル幸手メインアリーナ

市内在住・在勤・在学の人、または市内で活動している団体

社会教育課（市役所第二庁舎 2階）および各公民館で配布

※市ホームページ（https://www.city.satte.lg.jp/）からダウンロードすること

もできます。

7月 27 日（金）までに申込書に必要事項を記入の上、社会教育課または各公民館へ

幸手市文化祭実行委員会事務局（西公民館内）☎・（43)0881

発表部門：北公民館☎・（42）6221 ／南公民館☎・（43）6053

展示部門：東公民館☎・（48）0013 ／中央公民館☎（42）5156・（42）5800

対 象

募集要項

および申込書

申 込 み

問 合 せ

発表部門・展示部門の参加者を募集します

第 58 回

幸手市文化祭 参加者募集



（5）

熱中症に気を付けましょう！

家の中でも油断は禁物

エアコンを上手に利用

水分をこまめに補給

栄養バランスの良い食事を

暑くなる日は要注意

涼しい服装で
帽子や日傘を使用

適度に休憩を

　7月～8月は熱中症が多発し

ます。

　熱中症の予防には「水分補

給」と「暑さを避けること」

が大切です。

熱中症予防のポイント

　身体の調子が悪いと感じたら、涼しいところへ避難し、

近くの人に知らせましょう。また、ご近所で声を掛け合う

など、周りの人の体調にも気を配りましょう。

　

冷
房
の
使
用
で
、
電
力
を
始
め

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量

が
増
え
る
夏
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

暑
い
夏
こ
そ
、
日
々
の
過
ご
し

方
を
見
直
し
、
省
エ
ネ
生
活
を
送

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実
践

　

日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛

け
・
工
夫
で
エ
コ
な
暮
ら
し
を
実

践
し
よ
う
！

実
施
期
間　

10
月
31
日
（
水
）
ま
で

▼
家
庭
で
実
践

①
冷
房
の
温
度
を
28
℃
に
設
定
し
、

　

で
き
る
だ
け
軽
装
で
の
お
過
ご

　

し
を
。

②
照
明
や
電
気
機
器
を
こ
ま
め
に

　

消
し
、
節
電
・
省
エ
ネ
の
お
心
掛

　

け
を
。

③
「
冷
却
ジ
ェ
ル
シ
ー
ト
な
ど
の
活

　

用
」、
「
夕
涼
み
を
楽
し
む
」と
い

　

っ
た
、
涼
し
く
過
ご
す
「
ひ
と
工

　

夫
」を
。

▼
仕
事
場
で
実
践

①
冷
房
の
温
度
を
28
℃
に
設
定
し
、

　

ク
ー
ル
ビ
ズ
で
の
業
務
を
。

②
事
業
所
・
施
設
で
の
エ
レ
ベ
ー

　

タ
ー
の
間
引
き
運
転
の
実
施
を
。

③
昼
休
み
や
残
業
時
に
は
、
不
要

　

な
照
明
の
消
灯
を
。

④
昼
休
み
や
長
時
間
の
離
席
時
に

　

は
、
使
わ
な
い
パ
ソ
コ
ン
の
電

　

源
O
F
F
を
。

▼
夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄデ

イ
Ａ
Ｙ

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
自

身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す

き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

実
施
期
間　

７
月
１
日
（
日
）
～

　

８
日（
日
）

  

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
、
簡
単

な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し

て
、
み
な
さ
ん
に
エ
コ
ラ
イ
フ
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

「
冷
房
の
利
用
時
間
を
１
時
間
減

ら
し
た
」
、
「
お
風
呂
の
残
り
湯
を

洗
濯
に
使
っ
た
」
な
ど
、
節
電
や

省
エ
ネ
の
取
組
み
に
よ
る
１
日
の

二
酸
化
炭
素
の
削
減
量
や
節
約
金

額
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
り
実

感
で
き
ま
す
。

　

取
り
組
む
の
は
た
っ
た
１
日
、

し
か
も
「
○
」
を
つ
け
る
だ
け
で
す
。

ぜ
ひ
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
た
だ
き
、
省
エ
ネ
・
省

資
源
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
生
活

を
１
日
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
生
以
上

参
加
方
法

①
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
入
手

※
市
役
所
・
市
内
公
共
施
設
で
配

　

布
し
て
い
ま
す
。

②
「
エ
コ
ラ
イ
フ
項
目
」
に
取
り
組
む

③
取
り
組
ん
だ
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク

　

シ
ー
ト
に
記
入
す
る

④
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
回
収
箱（
市

　

役
所
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
に

　

設
置
）
に
投
函
す
る

※
な
お
、
小
・
中
学
校
・
高
校
は

　

各
学
校
単
位
で
配
布
・
回
収
を

　

し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

　
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
a
t
t
e
.
l
g
.
j
p
/

）

　

ま
た
は
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

　
pref.saitama.lg.jp/a0502/

　
ecolif

eday.html

）
か
ら
も
参

　

加
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）
０
３
３

　

１
・

（
48
）
２
２
２
６

夏のライフスタイルキャンペーンにご協力を！

「つづけよう」「ひろげよう」省エネ・節電
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認知症の人やその家族をサポート

 認知症初期集中支援チーム
　　　　　　認知症地域支援推進員
■認知症初期集中支援チームとは？

　➡　専門職による個別支援を行うチームです

　医療・介護の専門職が、ご家族の訴え等により認知症が疑われる人や認知症の人およびそのご家族を訪

問し、病院への受診の支援や介護サービスの利用、ご家族の支援などの必要な初期の支援を集中的に行い、

自立生活に向けたサポートをチームで行います。

　【支援の対象となる人は？】

　　40 歳以上で自宅で生活をしており、認知症が疑わ

　れる人、または認知症の人かつ、つぎのいずれかに

　該当する人

　①認知症の診断を受けたいが、本人が拒否している

　②病院受診を中断してしまっている

　③認知症の症状が強く、対応に困っている

　④介護サービスを利用したいと考えているが、なか

　　なか利用につながらない

　認知症になっても本人の意思が尊重され、

できる限り地域で安心して生活できるよう、

支援をおこないます。地域包括支援センター

（本紙 7 ページ）に設置・配置されています。

お気軽にご相談ください。

問合せ　介護福祉課　☎ (42)8438・ (43)5600

■認知症地域支援推進員とは？

　➡　認知症の相談・支援のパイプ役です

　認知症の人が、できる限り住み慣れた良い環境

で暮らし続けるために、医療・介護・地域資源を

つなぐネットワークづくりや、相談、認知症に関

する情報・知識の普及啓発活動などを行います。

（6）

愛の献血にご協力を

なぜ献血は必要なの？ どこでできるの？

▶

献血は誰でもできるの？

採血までの流れは？

　医療技術が進歩した現代においても、血液は

人工的に造ることができず、血液の機能を完全

に代替できる手段はありません。また、生きた

細胞であるため、長い期間保存することもでき

ません。

　日本では、1 日約 3000 人が病気や怪我の治療

のため血液を必要としており、輸血を受ける人

の約 85％は 50 代以上です。反面、献血協力者

数は減少傾向にあり、特に 10 代から 30 代の献

血者数はここ 10 年でおよそ 30％減少していま

す。このような需給バランスが偏った状態が続

けば、近い将来、輸血を必要とする人に血液を

届けられないという事態がおこる可能性もあり

ます。

　継続的・安定的な血液供給のためには、皆さ

ん一人ひとりの献血へのご協力が必要なのです。

　幸手市では、献血バスが定期的に出張し献

血を受け付けています。運行予定は、広報・

ホームページなどでお知らせしています。

※日時・会場については、追加・変更・中止

となる場合がございます。

　16 歳から 69 歳までの健康な人なら可能です 

(65 歳以上は、60 ～ 64 歳時に献血経験がある

人 )。ほかにもさまざまな基準が設けられてお

り、当日の事前検査により可否が判断されます。

受
付

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
測
定

血
液
型
事
前
検
査

問
診

血
圧
測
定

採
血

▶ ▶ ▶

▼献血協力団体を募集します !
　献血にご協力いただける企業・団体を募集し

ています。少しでも興味を持っていただけたら

是非お気軽にお問い合わせください。

問合せ　幸手市献血会 (事務局：健康増進課 )
　　　　☎ (42)8421・ (42)2130

～あなたの勇気で救える命があります～

献血キャラクター

　「けんけつちゃん」▶
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　ご家族のみの相談窓口

幸手東地域包括支援センター（ウェルス幸手内）

　対　象　権現堂川・吉田・八代・さかえ・さくら

　　　　　小学校区の人

　問合せ　☎(53)6151・(53)6160

幸手西地域包括支援センター（旧香日向小学校内）

　対　象　幸手・行幸・長倉・上高野小学校区の人

　問合せ　☎(40)3443・(44)0870

　認知症相談医
　
神経内科では認知症の早期診断・治療、精神科では認知症による困った行動に関する相談・治療を行っ

ています。また、もの忘れ相談医からの紹介を受けての相談・治療も行っています。

≪幸手市医師会≫

市内における認知症の早期診断・治療体制

市内医療機関 住所 電話番号 担当科 受診方法など

東武丸山病院 南 2-2-13 ☎（42）0710 精神科外来
（精神科医）

受診前に診療の予定などについて必ずお
問い合わせください。

堀中病院 東 3-1-5 ☎（42）2081
神経内科

（非常勤医師）
※予約制

診療は第 2・第 4 火曜日です。受診前に
必ず予約をしてください。

むさしのメディカルクリニック幸手 2807 ☎（40）6001
脳・神経内科

（神経内科専門医）
※予約制

診療は第 2・第 4 土曜日です。受診前に
必ず予約をしてください。

市外医療機関 住所 電話番号 担当科 受診方法など

久喜すずのき病院
久喜市
北青柳
1366-1

認知症疾患
医療センター
☎（23）3300
地域連携室
☎（23）6848

物忘れ外来
（精神科専門医）

院内の認知症疾患医療センターまたは地
域連携室にご相談ください。

済生会栗橋病院
久喜市
小右衛門

714-6

地域連携課
☎（53）0586

神経内科
※完全紹介予約制

もの忘れ相談医やかかりつけ医から紹介
状をもらい、予約してください。診断後
はかかりつけ医が経過を診ることになり
ます。認知症関連での入院はできません。

新久喜総合病院
久喜市
上早見

418-1

地域医療課
☎（44）8240

神経内科
（非常勤医師）
※完全紹介予約制

診療は水曜日午後です。もの忘れ相談医
やかかりつけ医から紹介状をもらい、「も
の忘れのことで」と申し添えて、予約をし
てください。

( 7 月 1日現在 )

医療機関 住所 電話番号
石塚医院 北 3-10-20 ☎（43）7777

いわさきハートクリニック南 3-11-20 ☎（44）3810
牛村病院 中 5-4-51 ☎（42）0025
香日向クリニック 中川崎 739-3 ☎（44）3001
久我クリニック 中 5-9-17 ☎（40）3105
野口内科小児科医院 南 2-4-9 ☎（42）0123
東内科小児科医院 中 3-8-10 ☎（42）0409
堀中病院 東 3-1-5 ☎（42）2081
むさしのメディカルクリニック幸手 2807 ☎（40）6001

( 7 月 1日現在 )　もの忘れ相談医

　患者や家族から認知症の初期症状かどうかの相談

を受け、専門医の診察が

必要な場合は、認知症相

談医へ受診誘導します。

　また、認知症の状態が

安定している人の通常の

健康管理や安定期治療も

行っています。

（7）

　財布などをどこに置いたか忘れてしまう、物や人の名前が出てこない…。誰でも年を取ると「も

の忘れ」が気になるものです。そのような「もの忘れ」の中に、初期の認知症が潜んでいる場合があ

ります。

　認知症は、早期に発見し、適切な治療やケアを受ければ、進行を遅らせることができます。気

になる症状が見受けられたら、できるだけ早い段階で医療機関に相談することが大切です。

　市内の身近な医療機関の外来でも「もの忘れ相談」を受けることができます。早めに受診して相談

しましょう。なお、ご家族のみの相談は、地域包括支援センターでお受けしています。



（8）（8）国民健康保険制度

平
成
30
年
度

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
、
国

民
健
康
保
険
税
は
こ
の
制
度
を
支

え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

は
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ

り
、
国
保
財
政
は
と
て
も
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

　

保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保

険

税

の

内

容

 

保
険
税
は
、
医
療
給
付
費
分
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納

付
金
分
の
3
つ
の
区
分
か
ら
成

り
、
税
額
は
世
帯
ご
と
に
決
定
し
、

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
。

 

な
お
、
世
帯
主
が
国
民
健
康
保

険
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者
の
場

合
で
も
、
世
帯
内
に
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
い
る
場
合
に
は
、
擬

制
世
帯
主
（
み
な
し
世
帯
主
）
と
し

て
、
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

0

10

20

30

40

50

保
険
税
の
納
付
方
法

　

保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
と
加

入
者
数
に
応
じ
て
、
世
帯
ご
と
に

4
月
～
翌
年
3
月
の
1
年
間
の
税

額
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
7
月
中

旬
に
平
成
30
年
度
分
の
納
税
通
知

書
な
ど
を
、
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

し
ま
す
。

▼
新
た
に
10
月
か
ら
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）に
な
る
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
税
特
別
徴
収
額

18
万
円
以
上
の
世
帯

④
介
護
保
険
料
と
保
険
税
の
合
計

額
が
年
金
受
給
額
の
1
／
2
を

超
え
な
い
世
帯

▼
昨
年
度
か
ら
特
別
徴
収
の
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
税
特
別
徴
収
決

定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

納
期　

年
金
受
給
月（
4
月
・
6

月
・
8
月
・
10
月
・
12
月
・
平

成
31
年
2
月
の
全
6
回
）

▼
普
通
徴
収（
年
金
天
引
き
以
外
）

の
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す
。

納
期　

7
月
か
ら
平
成
31
年
2
月

ま
で
の
毎
月
末（
全
8
回
）

納
付
方
法　

国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
に
よ
り
最
寄
り
の
金

融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
納
付
に
は
納
め
忘
れ
の
な
い

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
。
希

望
す
る
人
は
、
納
税
通
知
書
に

記
載
の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役

所
窓
口
に
納
税
通
知
書
、
通
帳
、

届
出
印
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド（
要
暗
証
番
号
）
、
本
人
確
認

書
類
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
で
世
帯
内
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
は
、
特
別
徴
収
に

加
え
、
普
通
徴
収
も
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※賦課対象所得とは、前年の総所得から 33 万円の基礎控除を差し引いた残額です。
※ 16 歳以上の国民健康保険加入者全員の所得申告がされていない場合、保険税の軽減

制度の適用が受けられないほか、高額療養費の自己負担限度額が正しく判定されな
い場合がありますので、忘れずに申告をお願いします。

区分 内 容 計 算 方 法 な ど

医療給付費分
国民健康保険加入
者の医療費分

・所得割(7.3％)×世帯の加入者の賦課対象所得の合計
・均等割(1人あたり23,600円)×世帯の加入者数

【賦課限度額 54万円】

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

75歳未満の人が負
担する後期高齢者医
療制度への支援分

・所得割(2.0％)×世帯の加入者の賦課対象所得の合計
・均等割(1人あたり10,500円 )×世帯の加入者数

【賦課限度額 19万円】

介護納付金分

40 歳以上 65 歳未
満の人（介護保険第
2 号被保険者）が負
担する介護保険分

・所得割(1.2％)
　　×世帯の40歳以上65歳未満の加入者の賦課対象
　　　所得の合計
・均等割(1人あたり 10,000円)

×世帯の 40 歳以上 65 歳未満の加入者数
【賦課限度額 16万円】

［保険税の内容］

決
定
通
知
書
と

納
税
通
知
書
の

2
種
類
を
そ
れ

ぞ
れ
別
に
郵
送

し
ま
す
。

納
期　

7
月
・

8

月
・

9

月

は

普

通

徴

収（

納

付

書
納
付
・
口

座

振

替

）
、

10

月
・

12

月
・
平
成
31
年
2
月
は
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）

対
象　

世
帯
主
が
年
金
受
給
者

で
、
つ
ぎ
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
世
帯

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
世
帯

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
世
帯

③
世
帯
主
の
年
金
受
給
額
が
年
額

普通徴収
（納付書納付・口座振替）

特別徴収
（年金から天引き）

7 月 8月 9月 10 月 12 月 翌2月

保険税の 1/2 保険税の 1/2

平成 30 年度の保険税の総額
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納

付

方

法

の

変

更

　

納
付
方
法
を
、
特
別
徴
収
か
ら

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
保
険
税
の
支
払
い

方
法
に
よ
り
手
続
き
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
の

保

険

税

軽

減

制

度

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
解
雇

や
雇
い
止
め
な
ど
、
特
定
の
理
由

に
よ
り
離
職
し
た
人
は
、
保
険
税

の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

軽
減
制
度
の
適
用
を
希
望
す
る

場
合
の
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象 

つ
ぎ
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
離
職
日
が
平
成
29
年
3
月
31
日

以
後
の
人

②
離
職
日
時
点
で
の
年
齢
が
65
歳

未
満
の
人

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

交
付
を
受
け
、
離
職
理
由
コ
ー

ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、

31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず
れ
か

の
人

軽
減
内
容　

保
険
税
を
算
定
す
る

と
き
に
、
離
職
し
た
人
の
前
年

の
給
与
所
得
を
70
％
減
額
し
て

算
定
し
ま
す
。

（9）

国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
・
脱
退
の
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
脱

退
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場
合

で
も
、
加
入
資
格
を
得
た
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を

使
っ
て
し
ま
う
と
、
市
が
負
担
し

た
医
療
費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
、
保
険
税
と
新
た
に

加
入
し
た
健
康
保
険
の
保
険
料
を

二
重
に
納
め
て
し
ま
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、

脱
退
の
手
続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

　
　
　
　
　
　
　

申
請
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
入
院
や
外
来
診
療
に
よ
り
、
同
一
月
内

に
お
け
る
同
一
医
療
機
関
で
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
に
は
、
限

度
額
適
用
認
定
証（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
）
を
事
前
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
月
々
の
負

問合せ　保険年金課国民健康保険担当 ☎（43）1111 内線 142、143・（43）1125

　70歳以上 75歳未満の国民健康保険加入

者には、被保険者証のほかに、自己負担割

合が記載された高齢受給者証を交付してい

ます。現在の受給者証の有効期限は、7月

末までです。

　8月からの受給者証は、7月下旬に郵送

しますので、住所・氏名・生年月日・自己

負担割合などの内容をご確認ください。

　また、医療機関に受診するときは、忘れ

ずに被保険者証と高齢受給者証を窓口に提

示してください。

対象 70 歳以上 75 歳未満（70 歳の誕生月の翌月 1日から適用）

更新 毎年 8 月 1 日

基準 負担割合

区
分

現役並み
所得者

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の 70 歳以上
75 歳未満の国保被保険者がいる人

3割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ・Ⅰのいずれにも該当しない人
1割

または
2割

※参照

低所得者
Ⅱ

低所得者Ⅰには該当せず、同一世帯の世帯主と国保被
保険者が住民税非課税の人

低所得者
Ⅰ

同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税で、
その世帯のそれぞれの所得が必要経費 ･ 控除（年金所得
の控除額は 80 万円）を差し引いたとき 0円になる人

◀高齢受給者証
　（8月から薄橙色）

※昭和 19年 4月 1日までに生まれた人 ･･･1 割
　昭和 19年 4月 2日以降に生まれた人 ･･･2 割

高齢受給者証の更新について

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
利
用
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は
7

月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

8
月
以
降
も
引
き
続
き
認
定
証
の
利
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人

は
、
保
険
年
金
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
更
新
手
続
き
に
必
要
な
物

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
本
人
・
同
居
の
家
族
以
外
の
人
が
申
請
す
る
と

き
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
と
交
付
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
認
定
証
を
必
要
と
す

る
人
の
年
齢
や
所
得
区
分
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※賦課の基となる所得金額とは、収入か
ら当該収入の種類に応じた一定の金額
を控除し、さらに基礎控除額（33 万円）
を控除した金額をいいます。

※所得の少ない世帯に属する人には、所
得金額に応じて均等割額の軽減措置が
設けられています。

保険料額の算定方法

保険料額(年額)
限度額62万円

均等割額
41,700円

所得割額
賦課の基となる所得
金額×所得割率7.86％

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

前
年
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
4

月
～
翌
年
3
月
の
1
年
間
の
保
険

料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
7
月
中

旬
に
平
成
30
年
度
分
の
納
付
通
知

書
な
ど
を
、
被
保
険
者
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
は
、
介
護
保
険
料
と
と

も
に
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
75
歳
到
達
年
度
や
市

外
か
ら
幸
手
市
に
転
入
し
た
年
度

の
保
険
料
は
、
普
通
徴
収（
納
付

書
納
付
・
口
座
振
替
）
と
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
納
付
通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替

　

保
険
料
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

納
付
通
知
書
記
載
の
金
融
機
関
や

市
役
所
窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替

で
納
め
て
い
た
人
も
、
改
め
て
、

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続

き
が
必
要
で
す（
自
動
で
口
座

振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

※
納
付
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

後期高齢者医療制度

　同一月内の医療費の負担が高額となり、定めら

れた自己負担限度額を超えた場合、超えた分を高

額療養費として支給します。制度の改正により、

70歳以上の人の高額療養費の自己負担限度額が

平成 30年 8月診療分から変更になります。

70 歳以上の人の自己負担限度額（月額）【平成 30 年 8 月診療分から】

所得区分
外来＋入院（世帯単位）

外来（個人単位）

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ
（課税所得 690 万円以上）

252,600 円＋
(総医療費 -842,000 円 ) × 1％
【多数回該当※：140,100 円】

Ⅱ
（課税所得 380 万円以上）

167,400 円＋
(総医療費 -558,000 円 ) × 1％
【多数回該当※：93,000 円】

Ⅰ
（課税所得 145 万円以上）

80,100 円＋
(総医療費 -267,000 円 ) × 1％
【多数回該当※：44,400 円】

一般
18,000 円

（年間上限額 144,000 円）
57,600 円

【多数回該当※：44,400 円】

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

70歳以上の人の高額療養費の

自己負担額が変わります

左
図
※　

過
去
12
か
月
間
に
、
一
つ
の
世
帯
で
4
回
以

上
高
額
療
養
費
を
支
給
し
た
場
合
の
4
回
目
以
降
の
限

度
額

◎
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
、
計
算

は
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

　平成 30 年 8 月から現役並み所得者区分（自己負担

分 3 割）が 3 つに分かれます。入院や高額な外来診

新たに現役並み所得者区分の人の
「限度額適用認定証」を交付します

療を受けるとき「限度額適用認定証」を医療機関の窓口で提示することにより、同一月内における同一医

療機関の医療費が自己負担限度額までとなります。交付を希望する人は、保険年金課で手続きを行って

ください。（現役並み所得者Ⅲの被保険者は、「限度額適用認定証」の交付はありません。）

※申請方法およびそれぞれの区分などの詳細についてはお問い合わせください。
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被
用
者
保
険
被
扶
養
者

軽

減

措

置

の

改

正

改
正
内
容　

均
等
割
額
の
軽
減
割

合　

7
割
→
5
割

該
当
者　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
直
前
に
、
健
康
保

険
組
合
な
ど
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
で
あ
っ
た
人

※
世
帯
主
お
よ
び
被
保
険
者
の
総

所
得
金
額
の
合
計
が
基
礎
控
除

額（
33
万
円
）
以
下
の
場
合
、
9

割
軽
減
割
合
、
も
し
く
は
8
・

5
割
軽
減
割
合
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

所

得

割

額

の

軽

減

措

置

の

改

正

改
正
内
容　

賦
課
の
基
と
な
る

所
得
金
額
が
58
万
円
以
下
の
人

の
所
得
割
額

の
軽
減
割
合

が
2
割
か
ら

「
軽
減
な
し
」

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
利
用
し
て
い
る
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
7
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
8
月
か
ら
の
新

し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月
中
に

簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

被

保

険

者

証

の

有

効

期

間

　

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期

間
は
8
月
1
日
～
平
成
31
年
7
月

31
日
で
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た

ら
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

自
己
負
担
割
合
な
ど
の
内
容
を
必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証

　

古
い
被
保
険
者
証
は
、
保
険
年

金
課
に
返
却
、
ま
た
は
、
個
人
で

処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
の

自
己
負
担
割
合
の
判
定

　

自
己
負
担
割
合（
1
割
ま
た
は

3
割
）
の
判
定
は
、
前
年
の
所
得

状
況
に
応
じ
て
毎
年
行
い
ま
す
の

で
、
被
保
険
者
証
の
負
担
割
合
が

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
所
得
1
4
5
万
円

以
上
の
被
保
険
者
が
同
一
世
帯

に
い
る
場
合
は
、
被
保
険
者
全

員
が
3
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

問合せ　保険年金課後期高齢者医療担当☎（43）1111 内線 147、197・（43）1125

保
険
料
の
軽
減
措
置
の
改
正
に
つ
い
て

8
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

▲後期高齢者医療
被保険者証イメージ（茶色）

特別徴収（年金天引き）の
本徴収から増額

　軽減措置の改正・所得の増額等により平成 30
年度の保険料が増額になっても、特別徴収の仮
徴収（平成 30 年 4 月～ 8 月）は、平成 30 年 2 月
の年金から徴収した保険料と同額を徴収します。
特別徴収の本徴収（平成 30 年 10 月～平成 31 年
2 月）から、平成 30 年度保険料増額分が反映さ
れます。
▼年間保険料の例

▼上の例の場合の平成 30 年度徴収額

 平成 29 年度

均等割額　
42,070 円→ 12,620 円

（7割軽減適用）

所得割額 　0円

年間保険料　 12,620 円

平成 30 年 2 月の特別徴収           2,100 円　

 平成 30 年度

均等割額　
41,700 円→ 20,850 円

（5割軽減適用）

所得割額　 0円

年間保険料　 20,850 円

翌年2月12月10月8月6月4月

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
、

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

る
と
き
、
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機

関
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
同

一
月
内
に
お
け
る
同
一
医
療
機
関

の
医
療
費
、
食
事
代
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

認
定
証
の
有
効
期
間

　

現
在
利
用
し
て
い
る
認
定
証
の

有
効
期
限
は
7
月
末
ま
で
で
す
。

8
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当
に
な

る
人
に
は
、
新
し
い
認
定
証
を
7

月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲認定証イメージ
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第
７
期
介
護
保
険
料

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
3
年
間
に

要
す
る
介
護
保
険
給
付
費
を

1
0
3
億
2
8
0
0
万
円
、
地
域

支
援
事
業
を
5
億
6
5
0
0
万
円

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
50
％
を
公
費
で
負

担
し
、
残
り
の
50
％
を
40
歳
以
上

の
介
護
保
険
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
第
７
期
の
第
１
号
被
保

険
者
の
負
担
割
合
は
23
％
と
な

り
、
年
額
保
険
料（
基
準
額
）
は
、

5
万
4
1
0
0
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
制

度
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険

料
は
、
国
や
自
治
体
の
負
担
金
な

ど
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
を
健
全

に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納

付
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法

　

保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
な
ど

に
応
じ
て
、
4
月
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
の
1
年
間
の
保
険
料
を
算
定

し
て
い
ま
す
。
7
月
中
旬
に
平
成

30
年
度
の
納
付
通
知
書
な
ど
を
、

被
保
険
者
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）の
人

　

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。

納
期　

年
金
受
給
月（
4
月
・
6

月
・
8
月
・
10
月
・
12
月
・
平

成
31
年
2
月
の
全
6
回
）

対
象　

つ
ぎ
の
要
件
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

①
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
、
市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

②
老
齢
・
退
職
年
金
、
遺
族
年
金

ま
た
は
障
害
年
金
の
年
金
受
給

額
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

平
成
30
年
度

介
護
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

平成 30 年度　所得段階別介護保険料

所得段階 対　　　　象 基準額　
×調整率 年額保険料

第１段階

生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税者で老
齢福祉年金受給者、世帯全員が市民税非課税者で
前年の課税年金収入と所得の合計金額が８０万円
以下の人

基準額×
0.40 21,600 円

第２段階
世帯全員が市民税非課税者で前年の課税年金収入
と所得の合計金額が年間８０万円を超え１２０万
円以下の人

基準額×
0.60 32,400 円

第３段階
世帯全員が市民税非課税者で前年の課税年金収入
と所得の合計金額が年間１２０万円を超える人

基準額×
0.70 37,800 円

第４段階
世帯内に市民税課税者がおり、本人が市民税非課
税者で前年の課税年金収入と所得の合計金額が年
間８０万円以下の人

基準額×
0.90 48,600 円

第５段階
世帯内に市民税課税者がおり、本人が市民税非課
税者で、前年の課税年金収入と所得の合計金額が
年間８０万円を超える人

基準額×
1.00 54,100 円

第６段階
本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が年間
１２０万円未満の人

基準額×
1.20 64,900 円

第７段階
本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が年間
１２０万円以上２００万円未満の人

基準額×
1.30 70,300 円

第８段階
本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が年間
２００万円以上３００万円未満の人

基準額×
1.50 81,100 円

第９段階
本人が市民税課税者で前年の合計所得金額が年間
３００万円以上の人

基準額×
1.70 91,900 円

※課税年金収入額：税法上課税対象の収入となる公的年金等（国民年金、厚生年金、共済年金など）

をいいます。なお、障害年金、遺族年金は非課税のため、含まれません。

※合計所得金額：「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費など」を差し引いた額をいいます。

平成 30 年 4 月 1 日以降は、さらに「長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除額」と「年金

収入に係る所得額」（第１～５段階のみ）を控除した額となります。

※
65
歳
到
達
年
度
や
市
外
か
ら
幸

手
市
に
転
入
し
た
年
度
の
保
険

料
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
納
付
・

口
座
振
替
）
と
な
り
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
（
年
金
天
引
き
以
外
）

の
人

　

介
護
保
険
料
納
付
通
知
書
を
郵

送
し
ま
す
。

納
期　

7
月
か
ら
平
成
31
年
2
月

ま
で
の
毎
月（
全
8
回
）

納
付
方
法　

介
護
保
険
料
納
付
通

知
書
に
よ
り
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
納
付
の
際
に
納

付
通
知
書
は
切
り
取
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は

納
付
で
き
ま
せ
ん
。

問合せ　介護福祉課介護保険資格管理担当☎（42）8444・（43）5600

介護保険制度 （12）

介護保険給付費の
財源内訳（在宅の場合）
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問合せ　水道管理課☎（48)0050・（48)0120

水不足（渇水）により予想される影響

《断水時の影響》

　○家事をする時間の大幅な制限

　○消火活動や医療活動への影響

　○入浴・洗濯・食生活への影響

　○衛生状態の悪化による食中毒などの発生

　○プール、公園への給水停止

水の上手な使い方

《節水のポイント》

▼お風呂の残り湯は、洗濯・拭き掃除・洗車・

植木の散水に利用し、汚れの目立たないお

湯は、もう一度沸かして再利用しましょう。

▼ シャワーの流しっ放しはやめましょう。

シャワーよりも浴槽にためて使った方が節

水になります。

▼お米のとぎ汁などは、まき水や植木への散

水などに再利用しましょう。食器や調理器

の油分は紙で拭いてから洗うと、かなりの

節水になります。

▼水道使用量を前回の使用量と比較して、ど

れだけの節水効果があったか確認してみま

しょう。ご家庭の状況に応じて、いろいろ

な工夫をしてみてください。

道路河川課からのお願い

道路に張り出した枝の切り取り
　道路上に張り出した枝などは、歩行者や自動車等の通行の妨げとなります。これらが原因となり、歩行

者や自動車等の事故が発生した場合、樹木の所有者が事故の責任を問われることもあります。

　事故を未然に防ぎ、安心・安全に道路を利用するため、樹木の適切な管理をお願いします。

※ご自分で手入れができない場合は、業者やシルバー人材センターなどに依頼して、有料で

行ってもらう方法もあります。

けがの可能性があり、非常に危険です。

　市では道路の危険箇所の発見と補修に努め

ていますが、もし「道路に穴や陥没がある」「側

溝のフタが壊れている」「ガードレールが壊れ

ている」など、危険な箇所を見かけたら、現地

の住所や目標物などをご確認の上、ご連絡を

お願いします。

※私道や私有地については対応できません。

道路に穴があいていたら…
　道路の破損を放置しておくと、車両事故や、歩行者の 

水の事故にご注意を！
　海や川へレジャーに行く機会が

増えるこれからの季節は、水の事

故が増える季節でもあります。水

の事故には十分注意しましょう。

　また、遊水地（調節池）は、立ち

入りが禁止された区域です。

　釣りや水遊びなどのため、むや

みに立ち入ることは絶対にやめま

しょう。

問合せ　道路河川課☎（43）1111 内線 553、554・（42）9115

乗り上げブロックなどの撤去を
　車庫や駐車場の出入口前の道路に、車道との段差解消のため「乗り上げブロック」や「鉄板スロープ」など

を置いていませんか？ こうした「乗り上げブロック」などの物件の設置は、通行の障害となり大変危険で

す。歩行者がつまずいたり、オートバイや自転車の転倒事故を誘発したり、思わぬ事故の発生原因になり

ますので、設置してある場合は、撤去をお願いします。

※撤去後の段差解消工事の実施には申請が必要となり、費用は個人の負担になります。詳細については、

お問い合わせください。

　水は、私たちの生命を維持するために必要
不可欠な資源です。
　水需要の最盛期を迎え、各地で水不足が心
配される季節となりました。みなさんのご家
庭でも、一人ひとりが限りある資源である水
を上手に使って節水に心掛けましょう。

（13）



若
草
俳
句
会

「
冬ふ

ゆ

の
星ほ

し

・
水み

ず
ど
り鳥

」

寄
り
添
い
て

　

波
の
ゆ
り
か
ご
浮う

き
ね
ど
り

寝
鳥

富
澤
一
美
・
下
宇
和
田

眠
る
こ
と
な
き

　

コ
ン
ビ
ニ
や
星
冴
ゆ
る

鴨
田
と
し
子
・
中
四

山
の
湯
の

　

せ
せ
ら
ぎ
の
音
冬
の
星

田
村
千
秋
・
さ
い
た
ま
市

全
力
で

　

生
き
て
悔
い
な
し
冬
の
星

長
須
蜻
蛉
子
・
中
四

願
ひ
事

　

叶
ふ
気
の
す
る
冬
の
星

中
田
志
づ
・
権
現
堂

水
鳥
の

　

声
に
湖
畔
の
宿
灯
る

太
田
葱
青
・
南
三

ス
マ
ホ
切
り

　

大
気
し
ず
め
て
冬
の
星

古
谷
ま
さ
枝
・
上
高
野
一
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幸手市文化団体連合会発表会

　6 月 10 日（日）北公民館で、幸手市文化団体連合会に

よる発表会が開催されました。会場では民謡、舞踊、

和太鼓、フォークダンス、マジックなど、さまざまな

発表が行われ、観客を楽しませていました。

若
草
俳
句
会

「
風か

ぜ
ひ
か光

る
・
春

し
ゅ
ん
し
ゅ
う

愁
」

春
愁
や

　

闇
の
病
棟
非
常
灯

松
本
光
弘
・
栄
六

仁
王
門

　

老
い
の
春
愁
埒ら

ち

も
な
し

吉
成
誠
介
・
香
日
向
四

少
年
の

　

服
の
継
ぎ
当
て
風
光
る

新
井
久
女
・
五
霞
町

春
愁
や

　

写
真
の
整
理
七
分
ほ
ど

窪
田
幸
代
・
香
日
向
四

光
風
を

　

浴
び
て
歩
め
る
棋
士
の
道

進
藤
洋
二
郎
・
緑
台
一

お
は
よ
う
と

　

ナ
ー
ス
の
産
毛
風
光
る

田
村
千
秋
・
さ
い
た
ま
市

ひ
さ
か
た
の

　

姉
さ
ん
被
り
風
光
る

中
田
志
づ
・
権
現
堂

小学校陸上競技大会

　　　学校総合陸上競技大会幸手支部予選会

　幸手総合公園陸上グラウンドで、小学校および中

学校の陸上競技大会が行われました。

　スタート前の緊張感や、スタートの合図とともに

一心にゴールを目指す姿、遠くへ跳ぶんだという思

いが、応援席まで届き、大きな声援や歓声が沸き上

がっていました。 ５月３０日　学校総合陸上競技大会

幸手支部予選会

５月２５日　小学校陸上競技大会



江戸川クリーン大作戦

　5月 27 日（日）江戸川河川敷で、クリーン大作戦を

実施しました。

　地域のみなさんや小・中学生などのご参加・ご協

力をいただき、多くのごみを回収することができま

した。

　　

　

燎
原
短
歌
会

雪
柳

　

風
に
な
び
き
て
陽
を
は
じ
く

ま
ひ
る
音
な
き

　

白
花
の
郡齋

藤
陽
子
・
白
岡
市

だ
し
ぬ
け
に
強
く

　

ハ
グ
す
る
曽ひ

い
ま
ご孫

の

さ
よ
う
な
ら
の

　

言
葉
は
い
ら
ず

小
澤
六
子
・
中
二

十
方
に
ひ
ろ
が
る

　

楠
の
高
き
枝え

に

光
と
風
と

　

正
気
の
満
つ
る

古
賀
冨
美
江
・
中
三

淡
き
灯
を
空
に
点
し
て

　

離さ
か

り
ゆ
く

ラ
ン
タ
ン
目
に
追
う

　

星
に
な
る
ま
で

竹
園
末
子
・
中
二

青
田
風
吹
き
入
る

　

車
に
腰
か
け
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

　

運
ば
れ
て
ゆ
く

新
井
佐
和
江
・
戸
島

手
分
け
し
て

　

店
を
畳
み
ぬ
露
天
商

次
は
い
ず
こ
か

　

花
ふ
ぶ
き
舞
う

大
内
田
登
久
子
・
千
塚

校訓 「全力」 のもと

幸手市立さくら小学校

　さくら小学校は、今年度、開校 14 年目を

迎えました。さくら小の校訓『全力』のもと、

児童も教職員も全員が全力で教育活動に取り

組んでいます。

　本校の特色の 1 つに、たてわり班活動が

あります。5 月 12 日に行われた春季大運動

会では、全校が

赤組・青組・黄

組に分かれて競

技、演技に全力

で取り組むこと

ができました。

特に全校児童

519 人で行われた大玉おくりは、自分たちの

体よりも大きな玉を落とさないようにチーム

の心を一つにす

ることができま

した。結果は青

組の優勝となり

ましたが、どの

子も最後まで全

力で取り組むと

いうさくら小の伝統が示されました。12 月 1

日には、たてわり班で出し物などを工夫し企

画する「さくらっ子フェスティバル」を行いま

す。

　保護者や地域の皆様、今後も『全力』のさく

らっ子を温かく見守っていただきますようお

願いします。

第18回幸手あじさいまつり

　県営権現堂幸手桜堤で 7 月 1 日（日）まで開催され

ているあじさいまつりには、今年も市内外から大勢

の観光客が訪れました。

　雨の中しっとりと堤を彩るあじさいは、訪れた人

たちを魅了しました。

（15）
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ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

　
年
齢
を
問
わ
ず
、
道
具
を
使
わ
ず
、

ま
た
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

▼
有
酸
素
運
動

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
よ
う
に
、
身
体
に

過
度
な
負
担
を
か
け
ず
に
行
う
運
動
の

こ
と
を
、
有
酸
素
運
動
と
い
い
ま
す
。

有
酸
素
運
動
で
は
、
運
動
中
に
体
内
に

過
不
足
な
く
酸
素
を
供
給
す
る
た
め
、

糖
質
・
脂
肪
の
燃
焼
、
心
肺
機
能
の
強

化
、
血
液
循
環
を
良
く
す
る
と
い
っ
た

効
果
が
あ
り
ま
す
。　

▼
脳
の
活
性
化

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
普
段
よ
り
呼
吸

を
意
識
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
足
の

筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
縮
め
る
こ
と
で
、

下
半
身
に
溜
ま
っ
た
血
液
を
心
臓
へ
力

強
く
押
し
上
げ
、
血
液
の
流
れ
を
良
く

健

康

相

談

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

▼
母
子
健
康
相
談

と
き　

7
月
23
日（
月
）・
30
日（
月
）

受
付　

午
前
9
時
～
11
時

内
容　

身
体
計
測
、
育
児
相
談
な
ど

▼
成
人
健
康
相
談

と
き　

7
月
20
日（
金
）

受
付　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
50
分

内
容　

保
健
師
に
よ
る
尿
検
査
、
血
圧

測
定
、
健
診
結
果
説
明
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

10
人（
申
込
み
順
）

▼
食
生
活
相
談

と
き　

7
月
20
日（
金
）
午
前
9
時
15

分
、
10
時
15
分
、
11
時
15
分

内
容　

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談

対
象　

市
内
在
住
の
人

定
員　

各
1
人
（
申
込
み
順
）

乳

幼

児

健

康

診

査

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

す
。

※
要
予
約

対
象　

就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

パ

パ

マ

マ

教

室

対
象　

市
内
在
住
の
妊
婦
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
10
月
～
12
月
の
人

と
そ
の
夫（
1
日
の
み
の
参
加
可
）

2

歳

半

か

ら

の

歯
科
健
診
と
フ
ッ
素
塗
布

と
き　

7
月
26
日（
木
）

受
付　

午
後
2
時
、
2
時
30
分
、
3
時

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

受
付　

午
後
1
時
～
1
時
30
分

内
容　

内
科
診
察
、
歯
科
診
察（
1
歳

6
か
月
・
3
歳
5
か
月
児
健
診
の

み
）、
育
児
相
談
な
ど

※
対
象
児
に
は
、
個
別
通
知
し
て
い
ま

す
。

臨
床
心
理
士
に
よ
る

か

る

が

も

相

談

　

「
落
ち
着
き
が
な
い
」
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
」
な
ど
、
お

子
さ
ん
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と
が
あ
る

保
護
者
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

と　　き ところ
（ウェルス幸手）　 内　　容

7月27日（金）午後1時30分～
3 時 30 分

機能回復
訓練室 産婦人科医のお話

8月 2日（木）午後1時30分～
3 時 30 分 検診ホール

歯科医師のお話と
歯科健診（妊婦のみ）
妊婦さんの食生活

8月10日（金）午後1時30分～
3 時 30 分

機能回復
訓練室

お産の準備と
妊婦体操

8月26日（日）午前 9時～正午 第 1会議室 赤ちゃんのおふろ実習
パパ準備講座

対
象　

平
成
24
年
4
月
2
日
～
平
成
28

年
1
月
生
ま
れ
の
児

定
員　

各
12
人（
申
込
み
順
）

持
ち
物　

母
子
手
帳

費
用　

5
0
0
円

※
3
～
4
か
月
に
1
回
受
診
で
き
ま
す
。

※
歯
み
が
き
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

レ

デ

ィ

ー

ス

検

診

（

集

団

検

診

）

と
き　

7
月
19
日（
木
）

受
付　

①
午
後
0
時
30
分
～
1
時

　

②
午
後
1
時
15
分
～
1
時
45
分

※
子
宮
頸
が
ん
の
み
受
診
の
人
は
②
の
み

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

※
20
歳
・
40
歳
の
人
に
は
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
5
月
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。

申
込
み　

受
付
中（
電
話
申
込
み
可
）

☎

対象（4月1日現在年齢） 費用

子宮頸がん
20 ～ 39 歳
40 歳以上の偶数年齢の女性

900 円

乳がん
40 歳以上の偶数年齢の女性

40 歳代
1,500 円

50歳以上
1,300 円

骨粗しょう症
40・45・50・55 歳の女性

60 歳以上の女性
300 円

健康診査名および対象 と　き

4 か月児健康診査
平成 30 年 03 月生まれの児

7月17日（火）

10 か月児健康診査
平成 29 年 09 月生まれの児

7月25日（水）

10 か月児健康診査
平成 29 年 10 月生まれの児

8月 01日（水）

1歳 6か月児健康診査
平成 28 年 12 月生まれの児

7月18日（水）

3歳 5か月児健康診査
平成 27 年 02 月生まれの児

7月24日（火）

3歳 5か月児健康診査
平成 27 年 03 月生まれの児

8月 03日（金）
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今
月
は

　

豆
腐
の
プ
リ
ン
風

　今月はヘルシースイーツの紹介で

す。絹ごし豆腐を使いプリン風に固め

た、小さなお子さんも食べやすく優し

い味の和風スイーツです。黒蜜などを

かけたり、果物を添えたりしても美味

しくいただけます。

【材料】4個分

絹ごし豆腐　1/2 丁（150g）

牛乳　100ml　砂糖　大さじ 2

粉ゼラチン　5g

水（ゼラチン用）　50ml

きな粉　適宜

【作り方】

①粉ゼラチンを水に入れ、ふやかす。

②ボウルに絹ごし豆腐を入れ、泡だて

器で滑らかになるまで混ぜる。

③耐熱容器に牛乳と砂糖を入れ、電子

レンジで沸騰しない程度（600W で 1

分程度）に加熱し、砂糖を溶かす。

④③に①を混ぜ溶かした後に、②に入

れてよく混ぜる。

⑤器に入れ、粗熱がとれたら冷蔵庫で

1時間ほど冷やす。

　（1個分 60kcal）

し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
脳
細
胞
に
新
鮮
な

酸
素
が
送
り
込
ま
れ
ま
す
。

▼
生
活
習
慣
病
の
予
防

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
加
に
よ
り
、

内
臓
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
血
管
壁
の
伸
縮
性
も
改
善
さ
れ
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
が
図
ら
れ
ま
す
。　

▼
そ
の
ほ
か
の
効
果

　
ス
ト
レ
ス
解
消
、
筋
肉
強
化（
転
倒

防
止
に
効
果
的
）、
骨
粗
し
ょ
う
症
の

予
防（
骨
へ
の
刺
激
で
骨
密
度
の
強
化
）

も
期
待
で
き
ま
す
。

▼
楽
し
く
継
続
す
る
コ
ツ　

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
カ
メ
ラ
や
野
鳥
観
察
な
ど

の
趣
味
を
兼
ね
た
り
、
い
つ
も
の
風
景

か
ら
何
か
面
白
い
発
見
を
探
し
て
歩
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

市
民
の
手
作
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

「
幸
せ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」の
活
用
も
オ
ス

ス
メ
で
す
。

　
ま
た
、
歩
数
計
の
利
用
も
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
意
識
を
高
め
る
1
つ
の
方
法
で

す
。
市
で
は
、
歩
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

も
ら
え
る「
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
楽
し
む
こ
と
が
大

前
提
で
す
。
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
無
理
な
く
、
楽
し

く
続
け
ら
れ
る
方
法
で
取
り
組
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

集

団

が

ん

検

診

と
き　

7
月
27
日（
金
）・
29
日（
日
）

受
付　

午
前
8
時
～
10
時
30
分

※
⑥
は
午
前
8
時
30
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

内
容　

①
胃
が
ん
検
診　

②
大
腸
が
ん

検
診　

③
肺
が
ん
検
診　

④
前
立

腺
が
ん
検
診　

⑤
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査　

⑥
歯
周
疾
患
検
診　

⑦
骨

粗
し
ょ
う
症
検
診

対
象　

平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
で
、

①
～
③
40
歳
以
上
の
人　

④
50
歳
以

上
の
男
性　

⑤
39
歳
の
人
、
過
去

に
受
診
し
た
こ
と
が
な
い
人　

⑥

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70

歳
の
人　

⑦
40
・
45
・
50
・
55
歳

の
女
性
、
60
歳
以
上
の
女
性
、
70

歳
以
上
の
男
性　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
用　

①
8
0
0
円　

②
③
⑦
3
0
0

円　

④
1
0
0
0
円　

⑤
4
0
0

円　

⑥
無
料

※
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
時
に
受
診

し
て
い
な
い
人
が
対
象
で
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世

帯
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
は
無
料
に
な
り
ま
す
の
で（
前

立
腺
が
ん
検
診
は
除
く
）、
事
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
本
紙
６
月
号
９
ペ
ー
ジ
「
歯
科
訪
問

診
療
（
往
診
）
を
行
っ
て
い
ま
す
」
に

掲
載
を
し
た
、
幸
手
市
歯
科
医
師
会
会

員
の
「
柿
沼
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
は
、閉
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

埼
玉
県
保
健
医
療
政
策
課
☎

0
4
8（
8
3
0
）3
5
5
7

第
16　
回
市
民
公
開
講
座

と
き　

7
月
28
日（
土
）午
後
1
時
40
分　
　

開
演（
開
場
は
1
時
20
分
）

と
こ
ろ　

ア
ス
カ
ル
幸
手
さ
く
ら
ホ
ー
ル

内
容　

第
1
部
／
循
環
器
内
科
・
血
管

外
科
の
医
療
講
演　

第
2
部
／
健

康
測
定
、
健
康
相
談
会

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

東
埼
玉
総
合
病
院
地
域
連
携

課
☎（
40
）
1
3
1
8

申
込
み
・
問
合
せ　

母
子
愛
育
会
事
務
局

（
健
康
増
進
課
内
）☎（
42
）8
4
2
1

お
肉
は
よ
く
焼
い
て

か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う

　

昨
年
度
、
埼
玉
県
内
で
腸
管
出
血
性

大
腸
菌（
О
１
５
７
）の
広
域
食
中
毒
が

発
生
し
ま
し
た
。
生
肉
に
触
れ
た
手
や

調
理
器
具
、
生
で
食
べ
る
野
菜
は
よ
く

洗
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
し
た
食

品
は
常
温
で
長
時
間
放
置
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問

合

せ　

幸

手

保

健

所

☎（
42

）

1
1
0
1

蚊
を
介
す
る
感
染
症
の

予

防

対

策

　

蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
屋
外
で
活
動
す
る
場
合
は
、
蚊
に
刺

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
住
ま
い
の
周
囲
に
蚊
を
増
や
さ
な
い

赤
ち
ゃ
ん
の
ス
タ
イ
づ
く
り

と
き　

7
月
20
日（
金
）
午
前
9
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
検
診
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん

の
保
護
者
、
ス
タ
イ（
よ
だ
れ
か
け
）

作
り
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、縫
い
針
、

糸
、
裁
ち
ば
さ
み
な
ど
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者
）
／
2
人

　

土
木
／
1
人

　

保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
の
資
格

　

を
有
す
る
人
／
6
人

※
年
齢
な
ど
の
要
件
あ
り

受
付　

8
月
1
日（
水
）
～
15
日（
水
）　

　

持
参
／
庶
務
課（
土
曜
・
日
曜
、
祝
日

　

を
除
く
）　

郵
送
／
期
間
内
消
印
有

　

効（
簡
易
書
留
）

試
験
日　

1
次
試
験
／
9
月
16
日（
日
）

※
2
次
試
験
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡

※
受
験
案
内
・
申
込
書
は
7
月
5
日（
木
）

　

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
庶
務

　

課
窓
口
で
配
布

▼
幸
手
市
職
員
採
用
説
明
会
を
開
催

　

市
の
魅
力
や
試
験
制
度
の
概
要
を
説
明

し
ま
す
。
直
接
職
員
か
ら
話
が
聞
け
る
機

会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
21
日
（
土
）
受
付
９
時
30

　

分
／
午
前
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
第
１

　

会
議
室

内
容　

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、市
の
魅
力
・

　

仕
事
内
容
、
勤
務
条
件
・
試
験
概
要

　

の
説
明
、
若
手
職
員
と
の
意
見
交
換

対
象　

市
職
員
採
用
試
験
の
受
験
を
検

　

討
し
て
い
る
人

※
職
種
に
よ
り
受
験
資
格
が
異
な
り
ま

　

す
。受
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

定
員　

50
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

7
月
5
日（
木
）～
16
日（
祝
）

　

ま
で
に
、
メ
ー
ル
で
、
件
名
に
「
幸

　

手
市
職
員
採
用
説
明
会
申
込
」本
文

今

月

の

納

税

な

ど

固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　
　

第
2
期

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
1
期

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
1
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
1
期

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
残
高

不
足
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
休
日
納
税
相
談

と
き　

7
月
29
日（
日
）午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

と
こ
ろ　

納
税
課

▼
夜
間
納
税
相
談

と
き　

7
月
10
日（
火
）午
後
5
時
15
分
～

9
時

と
こ
ろ　

納
税
課

最
終
日
曜
日
市
役
所
開
庁

　

各
種
証
明
書
の
交
付
や
納
税
相
談
な

ど
を
行
う
た
め
、
毎
月
最
終
日
曜
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
、
市
役
所
の

一
部
を
開
庁
し
ま
す
。
7
月
は
29
日

（
日
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
庁
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、

税
務
課
、
納
税
課

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
担
当
課
へ

下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
の
納
期
で
す

　

今
月
は
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
の
第
1
期
の
納
期
で
す
。
7
月
31
日

（
火
）ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

下
水
道
課
☎（
47
）
3

 
3
 4 

0
・

（
48
）
0
1
2
0

上
下
水
道
料
金
納
入
の
た
め

夜

間

窓

口

開

庁

　

毎
月
、
夜
間（
午
後
8
時
ま
で
）に
上

下
水
道
料
金
を
納
入
で
き
る
よ
う
第
2

浄
水
場
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。
7
月
は

26
日（
木
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課
☎（
48
）
0
0
5   

　

0
・

（
48
）
0
1
2
0

　

に
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

　

話
番
号
を
記
入
の
上
、
庶
務
課

　

（syomu@city.satte.lg.jp

）へ

参
加
可
否
の
連
絡　

申
込
時
の
メ
ー
ル

　

ア
ド
レ
ス
あ
て
に
返
信

※
７
月
17
日（
火
）ま
で
に
メ
ー
ル
が
届

　

か
な
い
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
２

環
境
課
か
ら
お
知
ら
せ

▼
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

　

新
し
い
推
進
員
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す（
敬
称
略
）。

地 

区 

名　

東
４
丁
目

推
進
員
名　

秋
間　

和
江

　
　
　
　
　

新
島　

友
子

地 

区 

名　

チ
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
幸
手

推
進
員
名　

佐
藤　

仲
子

▼
危
険
ご
み
と
有
害
ご
み
の
排
出

　

ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
の
中
へ
、
乾
電
池
な
ど
の

「
有
害
ご
み
」や
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
・
ス

プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な

ど
の
「
危
険
ご
み
」は
絶
対
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
！ 

　

乾
電
池
に
は
、
水
銀
が
含
ま
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
水
銀
漏
れ
か
ら
ほ
か

の
ご
み
と
混
ざ
る
こ
と
で
発
火
し
、
ガ

ス
や
オ
イ
ル
へ
の
引
火
が
原
因
で
、
小

規
模
な
火
災
や
爆
発
が
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
ご
み
収
集
作

業
中
に
発
生
す
れ
ば
市
民
で
あ
る
皆
さ

ん
や
作
業
員
に
危
険
が
及
び
ま
す
し
、

幸

手

市

職

員

募

集

採
用
予
定
人
数　

一
般
事
務
／
4
人

　

一
般
事
務
（
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
人
）
／
1
人

　

一
般
事
務（
民
間
企
業
等
職
務
経
験

ご
み
処
理
施
設
内
で
発
生
す
れ
ば
施
設

火
災
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
作
業
員
の
安
全
確

保
、
火
災
予
防
の
た
め
に
も
、「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」「
危
険
ご
み
」「
有
害
ご
み
」

の
分
別
徹
底
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
☎（
48
）0
3
3
1
・

　

（
48
）2
2
2
6

平

成

31　

年

成

人

式

と
き　

平
成
31
年
1
月
13
日（
日
）午
後

　

2
時
～
4
時

と
こ
ろ　

ア
ス
カ
ル
幸
手
さ
く
ら
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
10
年
4
月
2
日
～
平
成
11

　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
11
月
中
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

※
幸
手
市
か
ら
転
出
し
た
人
は
、
別
途

　

申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
実
行
委
員
の
募
集

活
動
内
容　

成
人
式
の
企
画
・
運
営

資
格　

市
内
在
住
の
成
人
式
対
象
者

募
集
人
数　

5
人
程
度（
申
込
み
多
数

　

の
場
合
は
書
類
選
考
）

※
市
内
中
学
校
推
薦
者
を
含
め
た
20
人

　

程
度
で
組
織
予
定

応
募
方
法　

8
月
1
日（
水
）
～
16
日

　

（
木
）
に
応
募
用
紙（
社
会
教
育
課
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
）を
メ
ー
ル

　

（k-syakai@city.satte.lg.jp

）

　

ま
た
は
社
会
教
育
課
窓
口
へ

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
６
４
３
・

　


（
42
）5
8
0
3
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☎

■
５
月
の
幸
手
市
内
の
消
防
出
動
件
数
／
救
急
車
出
動
件
数
2
0
4
件（
急
病
1
2
4
件
、
交
通
事
故
20
件
、
そ
の
ほ
か
60
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
件
数
0
件

　
火
災
と
救
急
は
1
1
9
番〔
火
災
発
生
時
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
42
）9
1
1
9（
幸
手
消
防
署
）〕

平
和
の
た
め
の
写
真
展

　

み
な
さ
ん
に
平
和
の
大
切
さ
や
尊
さ

を
再
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
戦
時

中
の
写
真
や
現
在
も
各
地
で
発
生
し
て

い
る
戦
争
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

８
月
１
日（
水
）
～
15
日（
水
）

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
玄
関
ロ
ビ
ー

内
容　

戦
時
中
の
写
真
な
ど
の
展
示

問
合
せ　

人
権
推
進
課　

内
線
１
６
２
・

　

（
44
）０
２
５
７

「
幸
手
の
教
育
」
を
発
行

　

市
の
教
育
行
政
お
よ
び
小
・
中
学
校

を
始
め
と
す
る
各
教
育
施
設
の
概
要
な

ど
を
ま
と
め
た
教
育
要
覧
「
平
成
30
年

度
幸
手
の
教
育
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
・
各
公
民
館
・
図
書
館
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課　

内
線
6
2
2
・


　

（
43
）
3
1
8
8

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
法
務
省
が
主

唱
し
、
毎
年
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て

全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

幸
手
市
で
は
、
保
護
司
な
ど
の
更
生

保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ

て
、
街
頭
啓
発
や
、
小
中
学
校
と
の
連

携
に
よ
る
作
文
募
集
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３

　

５
・

（
43
）５
６
０
０

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
は
、
特
に
高
齢
歩
行
者
の
事

故
が
多
く
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

▼
歩
行
中
は
！　

・
信
号
や
横
断
歩
道
が
あ
る
と
こ
ろ
を

　

渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
も
、
油
断
せ

　

ず
に
左
右
か
ら
接
近
し
て
く
る
車
両

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
は
！

・
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
、
ハ
イ
ビ
ー
ム

　

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
速
度
を
控
え
「
お
も
い
や
り
運
転
」を

　

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
、
必
ず

　

一
旦
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

危
機
管
理
防
災
課　

内
線
５

８
３
・

（
43
）７
６
５
６

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

期
間　

７
月
15
日（
日
）
～
24
日（
火
）

重
点　

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

　

故
防
止　

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の

　

推
進　

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び

　

路
上
寝
込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故

　

防
止

問
合
せ　

幸
手
警
察
署
☎（
42
）０
１
１
０

市
営
住
宅
（
幸
団
地
）
入
居
者
随
時
募
集

所
在
地　

中
３
‐
５
‐
36

戸
数　

３
Ｄ
Ｋ 

２
戸（
２
階
・
５
階
）

入
居
資
格　

①
市
内
在
住
、
在
勤　

②

　

同
居
す
る
親
族
が
い
る（
見
込
み
含

　

む
）　

③
月
収
が
15
万
8
0
0
0
円

　

以
下　

④
税
金
の
滞
納
が
な
い　

⑤　

　

暴
力
団
員
で
は
な
い

※
現
在
、
自
己
所
有
住
宅
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸

　

住
宅
、
県
営
住
宅
に
お
住
ま
い
の
人

　

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
Ｕ

　

Ｒ
賃
貸
住
宅
な
ど
に
お
住
ま
い
の
人

　

は
、
申
込
み
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
随
時
募
集
の
た
め
、
空
室
の
入
居
者

　

が
決
ま
り
次
第
終
了
と
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
築
指
導
課　

内
線
５
７
３
・

　
 

（
43
）７
６
５
６

不
動
産
無
料
相
談
室

と
き　

７
月
３
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

※
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
第
５

　

会
議
室

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
困
り

　

ご
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

※
建
築
指
導
課（
内
線
５
７
２
）で
も
問

　

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

（
公
社
）埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引

　

業
協
会
埼
葛
支
部
☎（
31
）１
１
５
７

建

築

無

料

相

談

室

と
き　

７
月
３
日（
火
）午
後
１
時
～
４
時

※
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
第
５

　

会
議
室

内
容　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・

　

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
な
ど　

※
建
築
指
導
課（
内
線
５
７
２
）で
も
問

　

合
せ
を
お
受
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
埼
玉
埼
葛
地
区
本
部
☎

　

（
34
）３
３
３
５
、
埼
玉
土
建
久
喜
幸

　

手
支
部
☎（
59
）３
８
１
２
、（
一
社
）

　

埼
玉
建
築
士
会
杉
戸
支
部
・
幸
手
部

　

会
☎（
48
）０
８
７
５

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消
防
局
か
ら

▼
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」

　

聴
覚
障
が
い
や
、
発
声
す
る
こ
と
が

困
難
な
人
を
対
象
と
し
た
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

携
帯
電
話
を
使
っ
て
す
ば
や
く
消
防
に

通
報
が
で
き
る
も
の
で
す
。
携
帯
電
話

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
使
う
こ
と
で
、
通
報

場
所
を
指
令
セ
ン
タ
ー
に
通
知
す
る
こ

と
が
で
き
、
緊
急
時
に
は
外
出
先
か
ら

も
救
急
車
な
ど
を
要
請
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

対
象　

組
合
管
内
に
居
住
・
通
勤
・
在
学

　

の
聴
覚
障
が
い
・
発
声
障
が
い
の
人

※
申
込
用
紙
は
、
各
消
防
署
お
よ
び
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ（http://saitamatobu-

　
119.jp/stfb/

）で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消
防
局

　

☎（
21
）0
1
1
9
・

（
23
）
1
5
4
2

予

約

制

年

金

相

談

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
予
約
制
に
よ

る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き　

月
曜
～
金
曜
日
お
よ
び
第
２
土

　

曜
日

と
こ
ろ　

春
日
部
年
金
事
務
所（
春
日
部

　

市
中
央
１
‐
52
‐
１
春
日
部
セ
ン
ト

　

ラ
ル
ビ
ル
４
階
）　

予
約
電
話
受
付
時
間　

相
談
希
望
日
１

　

か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
午
前
8
時

　

30
分
～
午
後
5
時
15
分（
土
曜
・
日
曜
、

　

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
予
約
時
に
、
氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
、

　

相
談
内
容
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０（
05
）

　

４
８
９
０

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所
☎
０
４

　

８（
７
３
７
）７
１
１
２

成

年

後

見
・

相

続
・

遺

言

無

料

相

談

会

と
き　

７
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30

　

分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

久
喜
市
栗
橋
文
化
会
館

問
合
せ　

（
一
社
）成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
埼
玉
県
支
部
☎
0
4
8

　

（
8
3
3
）0
6
4
7

防災行政無線テスト放送　【 7 月 5 日（木）午前 10 時ごろ 】
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）全国一斉情報伝達訓練のため、防災行政無線からチャイム音とともに緊急地震
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☎

▼
久
喜
市

久
喜
提
燈
祭
り「
天
王
様
」

と
き
　
7
月
12
日（
木
）・
18
日（
水
）正

午
～
午
後
10
時

と
こ
ろ
　
久
喜
駅
西
口
周
辺

内
容
　
昼
の
人
形
山
車
か
ら
、
夜
は
四

面
に
約
5
0
0
個
の
提
灯
を
付
け

た
提
燈
山
車
へ
と
様
変
わ
り
す
る

山
車
は
見
所
の
ひ
と
つ
で
す
。

問
合
せ
　
久
喜
市
観
光
協
会
☎（
21
）

8
6
3
2

▼
蓮
田
市

第
29
回
は
す
だ
市
民
ま
つ
り

と
き
　
8
月
18
日（
土
）午
前
10
時
30
分

か
ら（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
蓮
田
駅
東
口（
の
く
ぼ
通
り
）

内
容
　
踊
り
な
ど
の
市
民
参
加
イ
ベ
ン

ト
、
小
学
生
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
な
ど

問
合
せ

　
は
す
だ
市
民
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局（
蓮
田
市
商
工
会
内
）

☎
0
4
8（
7
6
9
）1
6
6
1

▼
白
岡
市

第
26
回
白
岡
ま
つ
り

と
き

　
8
月
4
日（
土
）午
後
1
時
30
分

国

民

年

金

保

険

料

免

除
・

猶

予

制

度

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申

請
し
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
（
所
得
審
査
あ
り
）
。

　

申
請
月
の
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
特
例
認
定

　

つ
ぎ
の
場
合
な
ど
は
特
例
に
よ
り
免

除
・
猶
予
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

○
退
職（
失
業
）の
場
合

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
公
的

機
関
の
証
明
の
写
し
を
提
出
し
た
場
合

○
天
災
な
ど
の
場
合

　

震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
に
よ
り
、

住
宅
、
家
財
な
ど
に
つ
い
て
、
被
害
が

最
も
大
き
い
財
産
の
損
害
が
お
お
む
ね

２
分
の
１
以
上
で
あ
る
場
合

▼
保
険
料
の
追
納

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
年
金

受
給
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
追
納
の
場
合
、
２
年
度
を
過
ぎ
た
分

の
保
険
料
に
は
加
算
額
が
付
き
ま
す
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課　

内
線
１
４
５
・

　

（
43
）１
１
２
５

介
護
職
員
雇
用
推
進

事

業

参

加

者

募

集

　

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人

に
対
し
、
幅
広
く
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
介
護
の
仕
事
の
経
験
が
な
い
人
に
対

　

し
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
か
ら
県
内

　

介
護
事
業
所
へ
の
就
職
ま
で
の
支
援
。

②
離
職
し
た
介
護
有
資
格
者
の
人
に
対

　

し
、
復
職
前
研
修
か
ら
県
内
介
護
事

　

業
所
へ
の
就
職
ま
で
の
支
援
。

③
介
護
の
仕
事
の
経
験
が
な
い
原
則
60

　

歳
以
上
の
人
に
対
し
、
研
修
か
ら
県
内

　

介
護
事
業
所
へ
の
就
職
ま
で
の
支
援
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

　
www.kaigo-manabu.c

o
m
/

）を
参
照

問
合
せ　

受
託
事
業
者
㈱
シ
グ
マ
ス
タ

　

ッ
フ
☎
0
4
8
（
7
8
2
）
5
1
7
3

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き　

７
月
17
日（
火
）午
後
1
時
30
分
～

　

4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
2

　

会
議
室

内
容　

相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
、
金

　

銭
貸
借
な
ど
の
問
題
、
会
社
設
立
、

　

農
地
転
用
、
交
通
事
故
示
談
、
外
国

　

人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部

　

支
部
☎
0
4
8
（
8
1
2
）
5
0
9
2

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

合

同

登

記

相

談

会

と
き　

７
月
19
日（
木
）午
後
1
時
～
4

　

時
と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
第
2

　

会
議
室

内
容　

遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
、
分

　

筆
、
地
目
変
更
な
ど

定
員　

9
人（
先
着
順
）

問
合
せ　

埼
玉
司
法
書
士
会
埼
葛
支
部

　

☎（
25
）
1
2
7
1
、
埼
玉
土
地
家
屋
調

　

査
士
会
埼
葛
支
部
☎（
40
）
1
5
5
1

参
加
費　

８
０
０
円（
保
険
代
）

申
込
み　

申
込
み
用
紙（
社
会
教
育
課

　

窓
口
や
各
公
民
館
で
配
布
）に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添
え

　

て
武
道
館
へ

問
合
せ　

弓
道
連
盟
高
橋
さ
ん
☎（
43
）

　

０
８
６
９

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ

武

道

無

料

体

験

と
き　

７
月
11
日（
水
）
～
８
月
26
日（
日
）

※
８
月
11
日
、
12
日
、
15
日
は
除
く

◎
剣
道
／
日
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

※
８
月
26
日（
日
）は
除
く

◎
合
気
道
／
土
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

◎
空
手
／
水
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

　

土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

◎
柔
道
／
土
曜
日
午
後
６
時
～
８
時

※
７
月
14
日（
土
）を
除
く

　

日
曜
日
午
後
５
時
～
７
時

※
７
月
15
日（
日
）を
除
く

◎
居
合
道
／
土
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

◎
柳
剛
流
／
７
月
23
日
、
８
月
20
日
正

　

午
～
午
後
１
時

◎
弓
道
／
８
月
19
日
、
26
日
午
前
10
時
～

　

正
午

対
象　

幸
手
市
在
住
の
小
学
生
以
上

※
弓
道
は
中
学
生
以
上

申
込
み　

電
話
ま
た
は
武
道
館
へ

問
合
せ　

武
道
館
☎（
43
）０
１
９
０

カ
ヌ
ー
体
験
（
無
料
）

と
き　

①
８
月
４
日（
土
）、
②
５
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

と
こ
ろ　

幸
手
中
学
校
プ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

定
員　

各
12
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

７
月
９
日（
月
）
～
27
日（
金
）

　

に
直
接
社
会
教
育
課
へ

※
保
護
者
の
同
意
が
必
要（
申
込
書
に
押

　

印
）

問
合
せ　

社
会
教
育
課　

内
線
６
４
４
・

　


（
42
）５
８
０
３

弓
道
初
心
者
教
室
（
全
6
回
）

と
き　

７
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）、

　

28
日（
土
）、
29
日（
日
）、
８
月
４
日

　

（
土
）、
５
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

武
道
館
弓
道
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中

　

学
生
以
上
の
人

※
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

定
員　

10
人（
申
込
み
順
）　
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■
５
月
の
水
の
使
用
量
／
総
配
水
量
56
万
0
4
0
9
㎥
（
前
月
の
総
配
水
量
54
万
2
7
2
9
㎥
）

内容 ①親子で遊び隊 ②親子でお話きき隊

と き
7 月 10 日（火） 7月 17 日（火）

毎月第 2火曜日 毎月第 3火曜日

親 子 プ レ イ ル ー ム

キ ッ ズ テ ラ ス イ ベ ン ト
ところ　ウェルス幸手

内　容　①～④体操や手遊び、親子でふれあいなど

　　　 　⑤手形スタンプ

問合せ　こども支援課☎（42）8454

                    （42）2130

か
ら（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

　
白
岡
市
役
所
庁
舎
周
辺
特
設

会
場

内
容
　
模
擬
店
、白
岡
お
ど
り
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
打
上
花
火
な
ど

問
合
せ
　
白
岡
ま
つ
り
運
営
委
員
会
事

務
局
☎（
92
）8
1
5
1

▼
宮
代
町

第
35
回
宮
代
町
民
ま
つ
り

と
き
　
8
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
8
時
30
分

と
こ
ろ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
進

修
館（
宮
代
町
笠
原
1
‐
1
‐
1
）

周
辺

内
容
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
夏
休

み
の
思
い
出
づ
く
り
に
い
こ
う
！

問
合
せ
　
宮
代
町
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
☎（
34
）
1
1
1
1
内
線

2
8
1
・
2
8
2

▼
杉
戸
町

第
25
回
古
利
根
川
流
灯
ま
つ
り

と
き
　
8
月
4
日（
土
）午
後
6
時
～
9

時
、
5
日（
日
）午
後
5
時
～
9
時

と
こ
ろ
　
古
利
根
川（
古
川
橋
～
清
地

橋
）

内
容
　
畳
1
枚
ほ
ど
の
大
型
灯
籠
が

2
5
0
基
、
約
1
㎞
に
わ
た
り
係

留
さ
れ
、
光
の
帯
と
な
り
川
面
を

埋
め
尽
く
し
ま
す
。

問
合
せ

　
杉
戸
町
観
光
協
会（
杉
戸
町

商
工
会
内
）☎（
32
）3
7
1
9

内容 ③親子でお絵かきし隊 ④親子リトミック

と き

7 月 27 日（金） 7月 18 日（水）

全 11 回（不定期） 毎月第 3水曜日

午前11時～ 11時 30分

ところ 親子プレイルーム

内容 ⑤身体計測の日

と き
7月12日（木）
午前10時～正午 毎月第 2木曜日

ところ こども訓練室 1

大
き
な
カ
ブ
ト
ム
シ
を

み

つ

け

よ

う

と
き　

７
月
29
日（
日
）午
前
９
時
～
11

　

時（
午
前
８
時
30
分
受
付
）

と
こ
ろ　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
総

　

合
公
園
さ
く
ら
ふ
れ
あ
い
広
場

内
容　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
育
て
方
学
習
、

　

採
取
体
験

対
象　

小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
）

定
員　

40
人（
申
込
み
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
み　

７
月
22
日（
日
）ま
で
に
幸
手

　

公
園
ガ
イ
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ　

指
定
管
理
者
ユ
ニ
シ
ア
☎（
53
）

　

５
５
１
０
・

（
48
）５
１
７
８

保

育

所

に

い

こ

う

○
第
二
保
育
所

▼
お
祭
り
遊
び
・
ス
イ
カ
割
り

と
き　

８
月
２
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

持
ち
物　

飲
み
物
、
着
替
え
、
タ
オ
ル

定
員　

５
組（
申
込
み
順
）

問
合
せ　

第
二
保
育
所
☎（
42
）
２
５
５
５

○
第
三
保
育
所

▼
み
ん
な
で
び
し
ょ
ぬ
れ
！
水
遊
び

と
き　

７
月
18
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

10
組（
申
込
み
順
）

申
込
み　

７
月
11
日（
水
）ま
で

問
合
せ　

第
三
保
育
所
☎（
43
）
４
７
３
１

子
育
て
支
援
「
夏
の
講
座
」

申
込
み　

７
月
５
日（
木
）か
ら

▼
親
子
体
操（
全
４
回
）

と
き　

８
月
１
日
、
８
日
、
22
日
、
29
日

　

の
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
多
目
的
室

講
師　

芦
沢　

玲
子
氏

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

参
加
費　

１
人
84
円（
保
険
代
）

持
ち
物　

飲
み
物
、運
動
で
き
る
服
装
、

　

室
内
用
運
動
靴

▼
親
子
で
Ａ
Ｂ
Ｃ（
全
３
回
）

と
き　

７
月
26
日
、
８
月
２
日
、
23
日

　

の
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
多
目
的
室
・

　

こ
ど
も
訓
練
室

内
容　

遊
び
を
交
え
て
簡
単
な
英
会
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

塚
田　

直
子
氏

対
象　

２
歳
以
上
の
幼
児
と
保
護
者

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

参
加
費　

１
人
63
円（
保
険
代
）

申
込
み
・
問
合
せ　

こ
ど
も
支
援
課
☎

　

（
42
）８
４
５
４
・

（
42
）２
１
３
０

児

童

館

イ

ベ

ン

ト

申
込
み　

７
月
５
日（
木
）か
ら

※
開
館
時
電
話
予
約
可

▼
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
と
作
っ
て
遊
ぼ
う

と
き　

７
月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
45
分　

内
容　

桜
の
風
車

対
象　

３
歳
～
小
学
生

※
未
就
学
児
は
要
保
護
者
同
伴

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

▼
英
語
で
遊
ぼ
う

と
き　

７
月
24
日（
火
）午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分

講
師　

石
山　

ヤ
ヨ
江
氏（
児
童
英
語

　

教
師
）

対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者　

定
員　

15
組（
申
込
み
順
）

▼
幸
手
お
も
ち
ゃ
の
病
院

と
き　

７
月
28
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

※
受
付
は
３
時
30
分
ま
で

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
治
療

費
用　

無
料（
多
少
の
部
品
代
が
か
か
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
中
国
ご
ま
と
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を

楽
し
も
う

と
き　

８
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

出
演　

黒
川　

高
志
氏

対
象　

未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
、小
・

　

中
・
高
校
生
歓
迎

定
員　

20
人（
申
込
み
順
）

▼
お
楽
し
み
マ
ジ
ッ
ク
＆
教
室

と
き　

８
月
18
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～

　

11
時
30
分

出
演　

中
島　

義
雄
氏
（
日
本
奇
術
協
会

　

賛
助
会
員
）

対
象　

未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
、小
・

　

中
・
高
校
生
歓
迎

問
合
せ　

児
童
館
☎
・

（
43
）５
５
２
１

ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ
幸
手

▼
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト（
制
作
）

と
き　

７
月
17
日（
火
）午
前
10
時
15
分
～

　

午
後
２
時
30
分

内
容　

お
誕
生
日
カ
ー
ド
作
り

対
象　

７
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児

問
合
せ　

ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ
幸
手
☎（
53
）

　

４
４
４
５



（22）

▼
日
本
工
業
大
学
子
ど
も
講
座（
無
料
）

○
問
合
せ
／
日
本
工
業
大
学
☎（
33
）７

５
９
４
・
メ
ー
ル
（S

T
L
A
B
@
n
i
t
.
a
c
.
j
p

）

◎
中
学
生
科
学
教
室

○
日
時
／
７
月
28
日（
土
）午
前
10
時
～

午
後
3
時　

○
内
容
／
電
池
の
い
ら
な

い
ラ
ジ
オ
作
り　

○
定
員
／
10
人（
申

込
み
順
）　

○
対
象
／
幸
手
市
、
春
日

部
市
、
宮
代
町
、
杉
戸
町
在
住
の
中
学

生　

○
申
込
み
／
７
月
20
日（
金
）ま
で

に
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
右

記
へ
メ
ー
ル　

○
参
加
証
／
参
加
者
に

７
月
23
日（
月
）ま
で
に
郵
送

◎
第
18
回
親
子
も
の
づ
く
り
教
室

○
日
時
／
８
月
４
日（
土
）午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
1
時
～
3
時　

○
内
容
／

①
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り　

②
電
子
オ

ル
ゴ
ー
ル
作
り　

③
天
使
の
わ
た
あ
め

作
り　

④
手
づ
く
り
電
池
で
発
電　

⑤

ト
コ
ト
コ
う
さ
ぎ
作
り　

○
定
員
／
各

20
組（
申
込
み
順
）　

○
対
象
／
幸
手

市
、
宮
代
町
、
杉
戸
町
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者　

○
申
込
み
／
７
月
20
日

（
金
）ま
で
に
内
容
の
第
１
・
第
２
希
望
、

午
前
・
午
後
、
児
童
の
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
学
年
、
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
右
記
へ
メ
ー

ル　

○
参
加
証
／
参
加
者
に
７
月
23
日

（
月
）ま
で
に
郵
送

▼
歌
の
会
S
m
i
l
e
さ
く
ら

○
日
時
／
毎
週
金
曜
日
午
後
2
時
～

4
時　

○
場
所
／
西
公
民
館　

〇
月

会
費
／
5
0
0
円　

○
問
合
せ
／

S
m
i
l
e
さ
く
ら
☎（
42
）9
5
4
1

▼
ケ
ー
ナ（
竹
笛
）作
り（
無
料
）

○
日
時
／
7
月
10
日（
火
）午
後
1
時
～

5
時　

○
場
所
／
中
央
公
民
館
集
会
室　
　

○
問
合
せ
／
寺
尾
さ
ん
☎
0
9
0

（
3
4
7
6
）
4
5
7
8

▼
ク
ラ
ブ
幸
手

http://www.club-satte.org/

◎
早
朝
太
極
拳
教
室

○
日
時
／
7
月
1
日
～
8
月
19
日
毎
週

日
曜
日
午
前
6
時
30
分
～
7
時
30
分

（
全
８
回
）　

〇
場
所
／
権
現
堂
桜
堤
第

一
駐
車
場　

○
参
加
費
／
会
員
5
0
0

円
、
ス
ク
ー
ル
会
員
1
5
0
0
円
、

非
会
員
2
0
0
0
円（
保
険
代
含
む
）　

○
対
象
／
一
般
男
女　

○
定
員
／
30

人　

〇
問
合
せ
／
権
現
堂
桜
堤
保
存
会

☎（
44
）０
８
７
３
ま
た
は
細
井
さ
ん
☎

（
43
）１
８
６
６

▼
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
・
幸
手
さ
く
ら
支
部

会
員
募
集（
体
験
無
料
）

○
日
時
／
毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
～
3

時　

○
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

○
会
費
／
月
1
0
0
0
円（
別

途
、
入
会
金
1
0
0
0
円
）　

○
問
合

せ
／
西
村
さ
ん
☎（
43
）8
2
7
6

▼
サ
ー
ク
ル
ポ
プ
ラ
の
木

「
S
a
l
o
n 

d
e
香
日
向
」

○
日
時
／
7
月
16
日（
祝
）午
後
3
時
か

ら（
2
時
30
分
開
場
）　

○
場
所
／
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

○
内
容
／

大
人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト（
落
語
、
な
つ
か
し
の
昭
和
歌

謡
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
）　

○
参
加
費
／

２
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）　

○
問

合
せ
／
松
田
さ
ん
☎（
42
）８
４
５
６

▼
輪
の
会
会
員
募
集（
失
語
症
）

○
日
時
／
毎
月
第
１
金
曜
日
午
前
10

時
～
午
後
２
時　

○
場
所
／
ウ
ェ
ル
ス

幸
手
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
交
流
コ
ー

ナ
ー　

○
内
容
／
歌
や
会
話
を
と
お
し
て

言
語
の
リ
ハ
ビ
リ　

○
問
合
せ
／
星
野

さ
ん
☎
０
９
０（
１
７
０
３
）６
０
１
４

▼
が
ん
患
者
の
集
い
！

〇
日
時
／
７
月
27
日（
金
）午
後
１
時
～

４
時　

〇
場
所
／
杉
戸
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
集
会
室
１
・
２　

〇
対
象
／

が
ん
患
者　

〇
問
合
せ
／
が
ん
患
者

会
シ
ャ
ロ
ー
ム
専
用
携
帯
☎
０
９
０

（
４
５
３
５
）９
１
９
８

吉
田
幼
稚
園
で
あ
そ
ぼ
う

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム

と
き　

7
月
6
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

内
容　

園
児
と
み
ん
な
で
七
夕
集
会
！

※
授
乳
や
お
む
つ
替
え
可

対
象　

幼
児
と
保
護
者

持
ち
物　

飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

問
合
せ　

吉
田
幼
稚
園
☎
・

（
48
）１

　

０
８
２

子
育
て
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り　

と
き　

7
月
13
日（
金
）午
前
10
時
～
11

　

時
30
分（
毎
月
第
２
金
曜
日
）

と
こ
ろ　

南
公
民
館
児
童
室

内
容　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
！

対
象　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
幼
児
と

　

保
護
者

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

山
本
さ
ん（
主
任
児
童
委
員
）

　

☎（
42
）
1
7
4
3

　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）
8
4
3
5
・


　

（
43
）
5
6
0
0

ズ
ン
バ
教
室
（
全
12　
回
）

　

ズ
ン
バ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
認
定
講
師

の
田
中
先
生
に
よ
る
ズ
ン
バ
教
室
で
す
。

　

ノ
リ
ノ
リ
の
ラ
テ
ン
音
楽
の
ビ
ー
ト

に
合
わ
せ
、
楽
し
み
な
が
ら
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

7
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、
28

　

日
、
8
月
4
日
、
11
日
、
25
日
、
9

　

月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22
日
、
29

　

日
の
土
曜
日
午
後
2
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集

　

会
室

対
象　

ど
な
た
で
も

定
員　

1
開
催
あ
た
り
30
人

参
加
費　

5
0
0
円
／
1
回

持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用

　

運
動
靴
、
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
☎（
43
）
9
3
9
0

八や

さ

か坂

の

夏な

つ

ま

つ祭

り

山だ

し車

曳ひ

き

体た

い

け

ん験

と
き　

7
月が

つ

15
日に

ち（
日に

ち

）

内な
い
よ
う容　

仲な
か
ま
ち町

青せ
い
わ
か
い

和
会
の
み
な
さ
ん
の
ご

　

協
き
ょ
う
り
ょ
く

力
の
も
と
、
浴ゆ

か

た衣
を
着き

て
山だ

し車
曳ひ

　

き
体た

い
け
ん験

が
で
き
ま
す
。

対た
い
し
ょ
う

象　

外が
い
こ
く国

出し
ゅ
っ
し
ん

身
の
人ひ

と

定て
い
い
ん員　

30
人に

ん（
申も

う
し
こ込

み
順

じ
ゅ
ん

）

参さ
ん
か
ひ加

費　

無む
り
ょ
う料

※
時じ

か

ん間
な
ど
の
詳

し
ょ
う
さ
い

細
に
つ
い
て
は
、
お

　

問と

い
合あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申も
う
し
こ込

み
・
問と

い
あ
わ合

せ　

幸さ

っ

て

し

手
市
国こ

く
さ
い際

交こ
う
り
ゅ
う

流

　

協き
ょ
う
か
い
じ
む
き
ょ
く

会
事
務
局
（
市し

み
ん
き
ょ
う
ど
う
か
な
い

民
協
働
課
内
）　

内な
い

　

線せ
ん

1
7
4
・

（
44
）
0
2
5
7

電

車

DE　

清

水

公

園

と
き　

８
月
25
日（
土
）午
前
８
時
幸
手

　

駅
集
合
、
午
後
５
時
帰
着
予
定

※
雨
天
時
は
9
月
1
日（
土
）に
順
延

と
こ
ろ　

清
水
公
園（
野
田
市
）

対
象　

市
内
小
学
４
～
６
年
生

定
員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

申
込
用
紙
を
７
月
25
日（
水
）

　

ま
で
に
社
会
教
育
課
ま
た
は
各
公
民
館

　

の
受
付
箱
へ

※
申
込
用
紙
は
各
小
学
校
で
配
布

問
合
せ　

幸
手
市
青
少
年
相
談
員
協
議

　

会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）内
線
６　

　

４
３
・

（
42
）５
８
０
３

電
子
工
作
体
験
教
室

と
き　

８
月
21
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手
第
１
会
議
室

内
容　

L
E
D
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

　

点
滅
す
る
ハ
ン
ダ
付
け
電
子
工
作

対
象　

幸
手
市
在
住
の
小
学
４
～
６
年

　

生
お
よ
び
中
学
生

定
員　

15
人（
申
込
み
順
）

※
保
護
者
同
伴
可

参
加
費  

５
０
０
円（
材
料
費
）

※
参
加
費
は
、
材
料
費
実
費
の
た
め
返

　

金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み　

８
月
14
日（
火
）ま
で
に
参
加

　

費
を
添
え
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
電
話
で
の
仮
申
込
み
可
。
仮
申
込
み

　

を
し
た
場
合
も
、
申
込
み
期
限
ま
で

　

に
参
加
費
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

　

（
43
）３
２
７
７
・

（
40
）１
４
６
０　
　
　
　



☎

◆法律相談（要予約）

と　き　① 7月 12日、② 26日、③ 8月 9日

　　　　木曜日午後 1時～ 4時 30 分

ところ　市役所第二庁舎① 1階入札室

　　　　　　　　　②・③ 2階第 2会議室

問合せ　市民協働課　内線 173

◆行政相談

と　き　① 7月 12 日、② 8 月 9 日

　　　　木曜日午前 9時 30 分～正午

ところ　市役所第二庁舎① 1階入札室

　　　　　　　　　　　② 2階第 2会議室

問合せ　市民協働課　内線 173

◆消費生活相談（電話相談可）

と　き　毎週月～金曜日午前 10 時～

　　　　午後3時30分（正午～午後1時を除く）

　　　　※ 7月 4日はお休みします。

ところ　市役所本庁舎1階市民協働課内

問合せ　幸手市消費生活センター　内線 192

◆人権相談

と　き　7月12日（木）午前 9時 30分～正午

ところ　市役所第二庁舎 2階第 2会議室

問合せ　人権推進課　内線 162

◆幸手市ふるさとハローワーク

と　き　毎週月曜～金曜日午前 9時～午後 5時

ところ　市役所第二庁舎 1階

問合せ　幸手市ふるさとハローワーク☎（43）8609

◆内職相談（電話相談可）

と　き　毎週火曜・金曜日午前10時～午後4時

　　　　（受付けは午後 3時 30 分まで）

ところ　市役所本庁舎 1階相談室

問合せ　商工観光課　内線594、相談室　内線184

◆家庭児童相談（電話相談可）

と　き　毎週月曜～金曜日午前 9時～午後 4時

ところ　ウェルス幸手家庭児童相談室

問合せ　こども支援課☎（43）2447（相談室直通）

◆生活困窮者自立支援相談

と　き　毎週月曜～金曜日

　　　　午前 8時 30 分～午後 5時 15 分

ところ　ウェルス幸手 1階社会福祉協議会内

問合せ　社会福祉協議会☎（43）3277

◆ボランティア相談（電話相談可）

と　き　毎週月曜～金曜日

　　　　午前 8時 30 分～午後 4時

ところ　ウェルス幸手 1階社会福祉協議会内

問合せ　社会福祉協議会☎（43）3277

◆心配ごと相談（電話相談可）

と　き　7月 12 日、26 日木曜日午後1時～4時

ところ　ウェルス幸手 1階社会福祉協議会内

問合せ　社会福祉協議会☎（43）3277

◆教育相談（電話相談可）

と　き　毎週月曜～金曜日

　　　　午前9時 30分～午後3 時 30 分

ところ　心すこやか支援室（東 3-12-25）

　　　　※小・中学生のほか、卒業生の相談可

問合せ　心すこやか支援室☎（42）0356

▼
朗
読
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

　

「
月
光
の
夏
」特
攻
で
な
く
な
っ
た
若

者
た
ち
の
思
い
を
。

○
日
時
／
8
月
5
日（
日
）午
後
2
時
～

3
時　

○
出
演
／
武
藤
祐
太
氏
、
小

川
美
津
恵
氏　

○
場
所
／
東
公
民

館　

○
問
合
せ
／
小
川
さ
ん
☎
0
9
0

（
1
7
0
4
）
1
3
6
2

▼
フ
ラ
ア
ロ
ア
ロ
・
メ
ン
バ
ー
募
集

○
日
時
／
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
午
後

7
時
～
8
時
30
分　

○
場
所
／
中
央

公
民
館　

〇
月
会
費
／
2
5
0
0
円　

○
問
合
せ
／
大
久
保
さ
ん
☎
0
9
0

（
9
8
3
6
）3
1
9
2

▼
俳
句
教
室

○
日
時
／
毎
月
第
3
金
曜
日
午
前
9

時
～
正
午　

○
場
所
／
東
武
自
治
会

館（
緑
台
一
丁
目
）　

〇
月
会
費
／

1
0
0
0
円　

○
問
合
せ
／
中
野
さ
ん

☎（
42
）2
7
1
8

▼
幸
手
西
太
極
拳
ク
ラ
ブ

○
日
時
／
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
30
分（
月
４
回
）　

○
場
所
／

西
公
民
館　

○
月
会
費
／
２
０
０
０

円（
初
回
月
は
無
料
。）　

○
問
合
せ
／

唄ば

い

の野
さ
ん
☎
0
9
0（
7
8
3
0
）

2
0
6
1

▼
昌
平
中
学
校
お
も
し
ろ
実
験
教
室（
無
料
）

○
日
時
／
7
月
29
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
0
時
30
分
、
午
後
0
時
30
分
～

3
時　

○
場
所
／
昌
平
中
学
校（
杉
戸

町
下
野
8
5
1
）　

○
内
容
／
親
子
で

作
っ
て
み
よ
う
「
エ
ッ
グ
ド
ロ
ッ
プ
」　

○
対
象
／
小
学
校
4
年
生
～
6
年
生
と

保
護
者　

○
定
員
／
各
90
人　

○
申
込

み
／
7
月
24
日（
火
）ま
で
に
学
校
H
P

か
ら
メ
ー
ル　

○
問
合
せ
／
昌
平
中
学

校
☎（
34
）3
3
8
1

▼
埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院

第
4
回
出
張
市
民
講
座（
無
料
）

○
日
時
／
７
月
10
日（
火
）
午
後
1
時

30
分
か
ら　

○
場
所
／
栗
橋
文
化
会

館
イ
リ
ス
1
階
視
聴
覚
室（
久
喜
市
伊

坂
1
5
5
7
）　

○
内
容
／
講
演
「
救

急
外
来
受
診
前
に
出
来
る
対
応
つ
い

て
」　

○
講
師
／
松
井
由
希
氏（
看
護

師
）　

○
定
員
／
50
人　

○
問
合
せ
／

済
生
会
栗
橋
病
院
地
域
連
携
課
☎（
52
）

3
6
1
1

▼
あ
す
な
ろ
囲
碁
の
会
会
員
募
集

○
日
時
／
毎
月
第
1
・
第
3
日
曜
日
午

前
9
時
～
正
午　

○
場
所
／
中
央
公
民

館　

○
月
会
費
／
2
5
0
円　

○
問
合

せ
／
松
本
さ
ん
☎
0
9
0
（
8
7
2
1
）

5
5
5
6

消

防

職

員

募

集

採
用
予
定
人
数　

消
防
吏
員（
中
級
・
初

　

級
）
／
10
人
程
度

申
込
み　

7
月
13
日
（
金
）
～
8
月
8
日

　

（
水
）

▼
第
1
次
試
験

と
き　

9
月
16
日（
日
）

※
受
験
資
格
や
申
込
み
な
ど
の
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

　
saitamatobu-119.jp/stfb/

）、
消
防
局

　

総
務
課
ま
た
は
各
消
防
署
で
配
布
す

　

る
受
験
案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

埼
玉
東
部
消
防
組
合
消
防
局

　

総
務
課
☎（
21
）
2
7
1
1

幸手市後援

幸 手 本 因 坊 ・
　子 ど も 本 因 坊

     囲 碁 大 会

と　き　７月 22 日（日）午前 8時 30 分～午後 4時 30 分

ところ　北公民館

種　目　大 人 の 部／①本因坊戦　②段位戦　③級位戦（1～ 5級）

　　　　　　　　　　④級位戦（6級以下）

　　　　子どもの部／⑤子ども本因坊戦（19 路盤）

　　　　　　　　　　⑥子ども級位戦（13 路盤）

　　　　　　　　　　※②③④ハンディーあり、①⑤⑥ハンディーなし。

定　員　各種目 30 人

対　象　①②③④どなたでも、⑤⑥小学生以下

参加費　大人の部 1500 円、子どもの部 500 円（弁当付）

申込み　７月 15 日（日）までに電話または、はがきに住所、

　　　　氏名、年齢、段級、申込種目、電話番号を明記の上、

　　　　「〒 340-0151 幸手市緑台 1-7-4　幸手市囲碁連盟事務局」へ

申込み・問合せ　幸手市囲碁連盟事務局　小田さん☎ 090(4843)6109

日本棋院所属の

「水間俊文プロ棋士」を

お招きした囲碁入門講座も開催！

（23）



（24）
広報さっては、市内公共施設、駅、銀行などでも配布しています。

また、朗読ボランティアグループ幸手のみなさんのご協力により、広報さって CD 版の提供もしています。

ご希望の人は、社会福祉協議会☎(43)3277・(40)1460 にお問い合わせください。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
！

　

2
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

お
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
広
報
さ
っ
て
】第
6
5
1
号（
通
番
7
6
1
号
）平
成
30
年（
2
0
1
8
年
）7
月
1
日
発
行 

　
編
集
・
発
行
▼
幸
手
市
役
所
総
合
政
策
部
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　
　
　
　
　
　
〒
3
4
0
‐
0
1
9
2

　
幸
手
市
東
4
‐
6
‐
8

　
　
　
　
　
　
　
☎
0
4
8
0（
43
）１
１
１
１
内
線
6
8
4

　
　
　
　
　
　
　

0
4
8
0（
43
）1
1
2
2

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

幸手市の人口
6 月 1 日現在（前月比）

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

人口
　51,608 人　（-69）

 男
　25,996 人　（-46）

 女
　25,612 人　（-23）

世帯
　22,608 世帯（-5）

今月の表紙

　七夕がある７月は、星の話題が気に

なります。今年は 15 年ぶりの火星大接

近の年。７月 31 日に最も地球に近づく

そうなので、夜空で明るく輝く赤い星

を探してみたいと思います。その前後

の期間も観察がしやすく、見ごろは 9

月上旬まで続きます。　　　

　みなさんも、この夏

の天体ショーを楽し

んでみてはいかがで

しょうか。

（
1
歳
8
か
月
）

（
1
歳
1
か
月
）

（
2
歳
）

（
1
歳
7
か
月
）

川島瞬・梢さん（上吉羽）の長女

キラキラ笑顔で☆

元気いっぱい優しい子に育ってね♡

石塚良太・冴子さん（円藤内）の二男

ともちゃんの笑顔でみんなもニコニコ！

大好きだよ♡

関口和也・富美子さん（円藤内）の二女

元気いっぱいの希心！！

大きく、大きく成長してね♡

河本昌士・有香さん（下川崎）の長女

たくさん歩いて食べて、

大きくなってね♡

奈な

な

は

七
羽　
ち
ゃ
ん

智と

も

や也
　
ち
ゃ
ん

希の

あ心
ち
ゃ
ん

彩あ

や

か楓
　
ち
ゃ
ん

　6 月 2 日（土）、吉田幼稚園でミ

ニ運動会を開催しました。

　園児たちは、お父さん・お母さ

んと一緒に体操や障害物競走、お

かしとり競争などに挑戦し、とびっ

きりの笑顔を見せていました。

　お友だちの応援もあり、運動会

は大いに盛り上がりました。　


